
日
本
で
は
独
語
教
師
は
亡
く
な
る
と
、
た
と
え
生
前
の
功
績
が
大
き
く
て
も
、
そ
の
ま
ま
忘
れ
ら
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
そ
し
て
外

国
人
教
師
の
場
合
は
よ
り
そ
の
傾
向
が
一
層
強
い
。
し
か
し
、
ド
イ
ツ
語
教
育
に
占
め
る
外
国
人
教
師
の
役
割
は
明
治
・
大
正
期
に
お
い

て
は
現
在
よ
り
大
き
か
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
彼
ら
の
生
涯
と
業
績
は
も
っ
と
知
ら
れ
よ
い
は
ず
で
あ
る
。
今
回
取
り
上
げ
る
エ
ル
ン

ス
ト
・
エ
ミ
ー
ル
。
ユ
ン
ヶ
ル
（
因
目
、
芹
国
目
｝
」
自
丙
負
二
三
ｌ
ご
】
『
）
は
そ
う
し
た
外
国
人
教
師
の
中
で
も
独
語
教
育
の
面
で
特

に
功
績
の
大
き
か
っ
た
一
人
で
あ
る
。
彼
は
一
八
八
五
年
（
明
治
十
八
）
に
来
日
以
来
一
九
二
七
年
（
昭
和
二
）
に
東
京
で
亡
く
な
る
ま

で
約
四
十
年
間
日
本
に
滞
在
し
、
そ
の
間
第
四
高
等
学
校
、
第
一
高
等
学
校
、
独
逸
学
協
会
学
校
等
で
ド
イ
ツ
語
教
師
と
し
て
熱
心
に
そ

の
職
に
当
た
っ
た
人
で
あ
り
、
ま
た
当
時
の
有
力
な
独
語
雑
誌
、
即
ち
東
京
外
語
系
並
び
に
独
協
系
の
「
独
逸
語
学
雑
誌
』
や
東
大
独
文

系
の
『
独
逸
語
』
な
ど
に
度
々
寄
稿
す
る
な
ど
広
く
日
本
の
独
語
教
育
学
界
の
た
め
に
献
身
的
に
尽
力
し
た
人
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
ド
イ

ツ
東
ア
ジ
ア
協
会
（
通
称
Ｏ
Ａ
Ｇ
）
の
維
持
発
展
の
た
め
に
尽
く
し
た
功
績
も
大
き
い
。
だ
が
こ
れ
ま
で
ユ
ン
ヶ
ル
に
つ
い
て
断
片
的
に

語
れ
る
だ
け
で
纒
ま
っ
た
研
究
は
全
く
な
さ
れ
て
い
な
い
。
以
下
、
新
資
料
も
取
り
入
れ
な
が
ら
ユ
ン
ヶ
ル
の
生
涯
と
独
語
教
師
と
し
て

の
活
動
を
中
心
に
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。

一
高
及
び
四
高
教
師
エ
ミ
ー
ル
・
ユ
ン
ケ
ル

は
じ
め
に

上
村

直
己
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そ
し
て
注
目
す
べ
き
は
こ
の
最
初
の
神
戸
時
代
の
一
八
九
六
年
（
明
治
二
十
年
）
十
一
月
二
十
五
日
付
け
で
ド
イ
ツ
東
亜
協
会
（
通
称

Ｏ
Ａ
Ｇ
）
の
会
員
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
終
生
そ
の
会
員
で
あ
っ
た
。
だ
が
彼
自
身
は
日
本
研
究
家
で
は
な
か
っ
た
の
で
、

東
亜
協
会
の
会
報
（
三
二
の
旨
長
の
ご
）
に
論
文
を
発
表
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
後
年
、
司
書
（
四
三
・
二
の
丙
閂
）
と
し
て
役
員

約
十
二
年
に
及
ん
だ
こ
と
に
な
る
。

エ
ミ
ー
ル
・
ユ
ン
ヶ
ル
の
来
日
ま
で
の
経
歴
等
に
つ
い
て
は
従
来
殆
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
例
え
ば
武
内
博
編
著
『
来
日
西
洋
人

名
事
典
」
（
日
外
ア
ソ
シ
ェ
ー
ッ
）
に
お
い
て
も
二
八
六
四
年
ド
イ
ツ
の
サ
ク
ソ
ニ
ー
地
方
に
生
ま
れ
た
。
一
八
八
六
年
来
日
し
て
神

戸
の
商
会
に
雇
用
さ
れ
た
が
、
…
」
（
同
書
四
六
五
頁
）
と
書
か
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
最
近
筆
者
が
入
手
し
た
東
京
大
学

教
養
学
部
及
び
金
沢
大
学
資
料
室
に
保
存
さ
れ
て
い
る
二
つ
の
履
歴
書
に
よ
っ
て
来
日
前
後
の
こ
と
が
幾
分
明
ら
か
に
な
っ
た
。

エ
ル
ン
ス
ト
・
エ
ミ
ー
ル
・
ユ
ン
ヶ
ル
は
一
八
六
四
年
（
元
治
元
年
）
七
月
二
十
七
日
に
ザ
ク
セ
ン
州
パ
ウ
ッ
ェ
ン
郡
の
ビ
シ
ョ
ー
フ

ス
ヴ
ェ
ル
ダ
町
の
隣
村
ウ
ィ
ッ
（
ワ
イ
）
ケ
ル
ス
ド
ル
フ
に
生
ま
れ
た
。
小
学
校
卒
業
後
一
八
七
八
年
復
活
祭
の
時
パ
ウ
ッ
ェ
ン
市
に
あ

る
師
範
学
校
に
入
学
し
た
。
六
年
後
そ
こ
を
卒
業
し
一
八
四
年
に
卒
業
試
験
を
受
け
、
学
芸
で
は
乙
、
品
行
で
は
甲
（
絶
佳
）
の
評
点
を
得

た
と
言
っ
て
い
る
。
ま
た
文
学
と
ゲ
ル
マ
ン
学
に
お
い
て
は
在
校
当
時
既
に
独
学
に
よ
っ
て
学
校
が
要
求
す
る
以
上
の
研
蹟
を
積
む
こ
と

に
努
め
た
と
い
う
。
パ
ウ
ッ
ェ
ン
市
の
師
範
学
校
卒
業
後
、
直
ぐ
に
シ
ュ
プ
レ
ー
河
畔
の
オ
ー
ベ
ル
ゾ
ー
ラ
ン
ス
と
い
う
と
こ
ろ
の
助
教

授
に
鴫
用
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
神
戸
市
の
フ
ァ
ー
ベ
ル
（
句
邑
の
」
）
氏
及
び
フ
ォ
イ
ク
ト
（
ぐ
・
】
巴
）
氏
と
い
う
商
人
の
家
庭
教
師
の
地

位
を
得
た
。
そ
し
て
兵
庫
県
視
学
の
尽
力
に
よ
っ
て
文
部
省
の
許
可
を
受
け
、
明
治
十
八
年
（
一
へ
全
）
夏
以
来
、
数
年
間
こ
の
地
位
を
占

め
て
い
た
。
当
時
は
同
家
の
商
店
の
仕
事
も
手
伝
っ
た
の
で
商
業
上
の
知
識
を
得
、
そ
れ
が
後
に
神
戸
市
の
モ
ル
フ
商
店
の
輸
出
部
長
と

し
て
活
か
す
こ
と
が
出
来
た
と
語
っ
て
い
る
。
ユ
ン
ヶ
ル
が
ド
イ
ツ
人
商
社
で
の
家
庭
教
師
と
輸
出
部
長
と
し
て
過
ご
し
た
神
戸
時
代
は

来
日
前
後
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ユ
ン
ヶ
ル
は
初
め
神
戸
の
ド
イ
ツ
人
商
店
に
雇
わ
れ
た
が
、
商
業
よ
り
も
教
育
に
興
味
を
持
っ
て
金
沢
の
第
四
高
等
学
校
の
独
語
教
師

と
な
っ
た
。
前
任
者
パ
ウ
ル
・
エ
ー
マ
ン
（
蚕
已
黒
目
口
目
）
の
後
任
と
し
て
で
あ
っ
た
。
ユ
ン
ケ
ル
は
四
高
に
勤
め
た
こ
と
に
関
し
て

は
前
記
履
歴
者
（
東
大
教
養
学
部
所
蔵
）
に
お
い
て
「
千
八
百
九
十
七
年
拙
者
ノ
希
望
ニ
依
り
第
四
高
等
学
校
ノ
独
逸
語
教
師
二
膳
セ
ラ

と
き
ゆ
ぎ

し
八
年
間
勤
続
セ
リ
」
と
述
べ
て
い
る
。
筆
者
の
手
元
に
は
北
條
時
敬
校
長
と
ユ
ン
ヶ
ル
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
日
英
両
語
で
書
か
れ
た

一
一
一
種
の
契
約
書
（
い
ず
れ
も
金
沢
大
学
資
料
館
所
蔵
）
が
あ
る
。
一
つ
は
初
め
て
就
職
す
る
際
に
作
ら
れ
た
も
の
で
明
治
三
十
年
七
月
三

十
一
日
付
が
あ
り
、
他
は
そ
の
後
雇
用
を
継
続
す
る
際
に
交
わ
さ
れ
た
契
約
書
で
あ
る
。
前
者
に
は
な
ぜ
か
明
ら
か
な
誤
記
が
あ
る
の
で
、

こ
こ
で
は
後
者
の
ひ
と
つ
を
紹
介
す
る
。

（
ぐ
・
閂
の
冨
己
の
目
狩
」
】
の
ｅ
を
務
め
協
会
の
た
め
に
貢
献
す
る
こ
と
に
な
る
。

第
一
方
第
四
高
等
学
校
長
北
條
時
敬
卜
第
二
方
独
逸
国
臣
民
エ
ミ
ル
、
ユ
ン
ヶ
ル
ト
取
結
フ
契
約
左
ノ
如
シ

第
一
條
エ
ミ
ル
、
ユ
ン
ヶ
ル
ヲ
第
四
高
等
学
校
教
師
ト
シ
テ
明
治
三
十
三
年
八
月
一
日
（
千
九
百
年
八
月
一
日
）
ヨ
リ
明
治
三
十
六

年
七
月
一
一
一
十
一
日
（
千
九
百
三
年
七
月
一
一
一
十
一
日
）
マ
テ
一
一
一
箇
年
問
雇
傭
ス

第
二
條
エ
ミ
ル
、
ユ
ン
ヶ
ル
ノ
給
料
ハ
雇
傭
期
間
中
全
壱
箇
月
金
二
百
五
拾
円
卜
定
〆
毎
月
末
日
一
一
之
ヲ
支
給
ス
壹
箇
月
未
満
ノ
日

数
二
対
シ
テ
ハ
日
割
ヲ
以
テ
之
ヲ
支
給
ス

第
三
條
エ
ミ
ル
、
ユ
ン
ヶ
ル
ハ
独
逸
語
ノ
授
業
ヲ
担
任
ス
第
一
方
二
於
テ
必
要
卜
認
ム
ル
時
ハ
羅
甸
語
ノ
授
業
ヲ
モ
担
任
ス

第
四
條
エ
ミ
ル
、
ユ
ン
ヶ
ル
ハ
第
四
高
等
学
校
二
諸
規
則
ヲ
遵
守
ス
ル
ハ
勿
論
授
業
時
間
割
等
総
テ
第
一
方
ノ
指
揮
二
従
フ
ヘ
シ

第
五
條
エ
ミ
ル
、
ユ
ン
ヶ
ル
ノ
授
業
時
数
ハ
一
週
二
十
四
時
ヲ
超
過
セ
シ
メ
ス

金
沢
四
高
時
代
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第
九
條
エ
ミ
ル
、
ユ
ン
ヶ
ル
ー
一
宿
料
ト
シ
テ
雇
傭
期
間
中
全
壹
箇
月
金
恰
円
ヲ
毎
月
末
日
一
一
支
給
ス
壹
箇
月
未
満
ノ
日
数
二
対
シ
テ

ハ
日
割
ヲ
以
テ
之
ヲ
支
給
ス

明
治
三
十
三
年
七
月
一
一
一
十
日
（
千
九
百
年
七
月
三
十
日
）
記
名

第
四
高
等
学
校
長
北
條
時
敬

エ
ミ
ル
、
ユ
ン
ケ
ル

第
七
條

第
八
條

第
六
條
エ
ミ
ル
、
ユ
ン
ヶ
ル
ノ
雇
傭
期
間
中
ト
錐
モ
止
ム
ヲ
得
サ
ル
事
由
ア
ル
ト
キ
ハ
第
一
方
二
於
テ
此
契
約
ヲ
解
除
ス
ル
コ
ト
ア

此
契
約
第
二
條
二
記
載
セ
ル
ェ
ミ
ル
、
ユ
ン
ヶ
ル
ノ
給
料
額
ヲ
明
治
三
十
五
年
四
月
一
日
（
千
九
百
二
年
四
月
一
日
）
ヨ
リ

束
ノ
給
料
ヲ
支
給
ス

前
項
ノ
場
合
二
於
テ
ハ
解
約
ノ
翌
日
ヨ
リ
起
算
シ
一
一
箇
月
分
ノ
給
料
ヲ
支
給
ス
若
シ
雇
傭
期
間
満
了
前
二
箇
月
未
満
ナ
ル

ト
キ
ハ
期
間
満
了
マ
テ
ノ
給
料
ヲ
支
給
ス

但
第
七
條
及
第
八
條
二
規
定
ス
ル
場
合
一
一
於
テ
ハ
此
限
二
在
ラ
ス

ェ
ミ
ル
、
ユ
ン
ヶ
ル
ニ
於
テ
契
約
ノ
解
除
ヲ
希
望
ス
ル
ト
キ
ハ
六
十
日
前
一
一
第
一
方
二
之
ヲ
予
告
ス
ヘ
シ

ェ
ミ
ル
、
ユ
ン
ヶ
ル
疾
病
其
他
事
故
二
依
り
休
業
ス
ル
コ
ト
ニ
週
日
二
及
フ
ノ
後
ハ
其
休
業
ノ
間
第
一
方
二
於
テ
給
料
ヲ
半

減
ス
ル
コ
ト
ァ
ル
ヘ
シ
若
シ
休
業
ノ
当
初
ヨ
リ
二
箇
月
一
一
及
フ
モ
尚
其
業
ヲ
執
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ト
キ
ハ
第
一
カ
ニ
於
テ
此

契
約
ヲ
解
除
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

前
項
ノ
場
合
一
一
於
テ
ェ
ミ
ル
、
ユ
ン
ヶ
ル
ハ
第
一
万
二
於
テ
適
当
卜
認
ム
ル
者
ヲ
シ
テ
代
リ
テ
業
ヲ
執
ラ
シ
ム
ル
ト
キ
ハ
約

ル
ヘ
シ

ヘ
シ

エ
ミ
ル
、
ユ
ン
ヶ
ル
ヲ
雇
傭
期
間
満
了
ノ
後
尚
引
続
キ
雇
傭
セ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
其
期
間
満
了
六
十
日
前
一
一
其
事
ヲ
予
告
ス
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―
高
で
同
僚
で
あ
っ
た
プ
ル
ー
ノ
・
ペ
ッ
ッ
ォ
ー
ル
ド
（
団
目
二
・
℃
の
百
・
戸
ニ
ヨ
ー
ニ
室
）
に
よ
る
「
ユ
ン
ヶ
ル
先
生
を
悼
む
」

（
マ
マ
）

（
ｚ
Ｐ
ｇ
目
帛
命
胃
団
の
ｑ
ご
勺
閂
・
命
・
因
・
］
目
丙
の
『
）
［
昭
和
一
一
年
九
月
号
「
独
逸
語
学
雑
誌
』
］
に
お
い
て
、
「
金
沢
に
於
け
る
十
年
間
を
、
彼

は
生
涯
の
う
ち
最
も
幸
福
な
時
代
と
云
っ
て
ゐ
た
。
此
処
で
彼
は
其
教
職
の
傍
、
二
人
の
娘
の
教
育
に
没
頭
し
、
彼
の
庭
園
を
造
り
、
そ

し
て
夜
に
は
年
の
い
っ
た
学
生
等
及
び
若
い
同
僚
等
に
独
逸
文
学
を
読
ん
で
聞
か
せ
て
や
る
こ
と
が
出
来
た
。
」
と
書
い
て
い
る
。

四
高
時
代
は
同
僚
の
草
鹿
丁
卯
次
郎
と
は
家
族
ぐ
る
み
で
親
し
く
交
際
し
た
。
草
鹿
は
加
賀
生
ま
れ
の
旧
東
京
外
語
の
出
身
で
、
法
律

の
勉
舳
垳
た
め
に
ド
イ
ツ
に
留
学
し
、
ド
ク
ト
ル
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ェ
の
学
位
を
持
つ
青
年
学
者
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
頃
は
独
語
を
教
え

て
い
た
。
そ
の
息
子
草
鹿
龍
之
介
（
｜
へ
九
一
一
’
一
老
一
、
海
軍
士
官
）
に
よ
る
と
、
ユ
ン
ヶ
ル
の
一
一
人
の
娘
は
姉
が
イ
レ
ー
ネ
、
妹
が
カ
ー
チ

ャといい、庭には蜜蜂を飼い、また当時珍しいトマトやキャベツ、力訓ウラワ等の西洋野菜を栽培していたとい犯。
四
高
時
代
は
西
田
幾
多
郎
と
も
交
友
が
あ
っ
た
こ
と
が
西
田
の
日
記
か
ら
分
か
る
。
約
十
五
回
ほ
ど
ユ
ン
ヶ
ル
の
名
前
が
曰
記
に
出
て

く
る
。
例
え
ば
「
ユ
ン
ヶ
ル
氏
の
妻
君
来
る
」
（
明
治
一
一
一
十
四
年
三
月
一
一
十
一
一
一
日
）
「
夜
家
内
と
ユ
ン
ヶ
ル
を
訪
ふ
。
」
（
同
四
月
十
一
一
日
）

「
此
夜
中
目
、
湯
目
、
余
と
三
人
に
て
ユ
ン
ヶ
ル
、
デ
ハ
・
ビ
ラ
ン
ト
一
一
人
を
金
谷
館
に
招
き
て
晩
食
を
な
す
」
（
同
六
月
五
日
）
「
午
後
得

能
君
来
る
共
に
ユ
ン
ヶ
ル
を
訪
ふ
」
（
同
八
月
九
日
）
「
帰
途
ユ
ン
ヶ
ル
を
訪
ふ
」
（
明
治
三
十
六
年
一
一
月
七
日
）
「
ユ
ン
ヶ
ル
夫
婦
来
訪
」

（
４
）

（
明
治
三
十
八
年
一
一
月
一
一
十
一
一
一
日
）
「
ユ
ン
ヶ
ル
妻
君
の
欧
州
行
を
送
る
」
（
同
七
月
一
一
十
六
日
）
な
ど
で
あ
る
。
家
族
ぐ
る
み
の
交
際
だ

っ
て
い
な
い
。

こ
れ
は
傭
外
国
人
教
師
が
採
用
さ
れ
る
際
に
校
長
と
か
わ
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
通
常
の
契
約
書
で
あ
る
。
こ
れ
は
現
在
も
基
本
的
に
変
わ

雇
傭
ノ
期
間
満
了
則
明
治
三
十
六
年
七
月
一
一
一
十
一
日
（
千
九
百
三
年
七
月
三
十
一
日
）
マ
テ
全
一
箇
月
金
一
一
一
百
円
二
増
加
ス

明
治
三
十
五
年
三
月
一
一
十
八
日
（
千
九
百
二
年
一
一
一
月
一
一
十
八
日
）
記
名

第
四
高
等
学
校
北
條
時
敬

エ
ミ
ル
、
ユ
ン
ケ
ル
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っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、
文
中
の
中
目
は
中
自
覚
、
湯
目
は
湯
目
隆
續
、
得
能
は
得
能
文
で
あ
る
。
中
目
と
湯
目
は
共
に
当
時
四
高

（
５
）

独
語
教
師
。
中
目
は
後
年
、
地
理
学
者
に
転
じ
た
。
デ
ハ
ビ
ラ
ン
ト
は
英
語
教
師
。

こ
の
よ
う
に
平
和
な
暮
ら
し
で
あ
っ
た
が
、
や
が
て
そ
の
生
活
に
も
終
わ
り
が
く
る
。
履
歴
書
に
よ
る
と
明
治
三
十
八
年
（
一
九
○
五
）

六
月
三
十
日
付
で
依
願
解
任
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
際
、
在
任
八
年
間
の
功
労
に
対
し
て
一
時
手
当
金
三
百
円
を
授
与
さ
れ
た
。
西
田
の

日
記
に
よ
る
と
、
ユ
ン
ケ
ル
の
た
め
に
二
回
送
別
会
が
開
か
れ
た
。
す
な
わ
ち
「
夜
六
時
よ
り
碧
甚
楼
に
て
ユ
ン
ヶ
ル
氏
の
送
別
の
宴
を

（
６
）

開
く
芸
者
来
り
踊
る
」
（
明
治
三
十
八
年
六
月
一
一
十
日
）
の
ほ
か
同
月
二
十
四
日
に
も
金
谷
館
で
開
か
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
皆

に
惜
し
ま
れ
た
事
が
分
か
る
。
ユ
ン
ヶ
ル
は
七
月
六
日
に
金
沢
を
去
っ
て
神
戸
へ
向
か
っ
た
が
、
日
記
に
よ
る
と
こ
の
時
も
西
田
が
見
送

っ
て
い
る
。

右
の
文
に
は
ユ
ン
ヶ
ル
の
帰
国
に
際
し
て
叙
勲
を
行
い
た
い
と
あ
る
が
、
こ
の
時
期
に
彼
が
帰
国
し
た
形
跡
は
な
い
。
履
歴
書
に
も
そ

四
高
時
代
の
功
績
に
対
し
て
同
年
十
二
月
に
日
本
政
府
よ
り
勲
五
等
旭
日
章
を
贈
ら
れ
た
。
叙
勲
理
由
は
次
の
通
り
。

賜
候
様
仕
度
此
段
謹
デ
奏
ス

元
第
四
高
等
学
校
傭
教
師
（
奏
任
待
遇
）

勲
五
等
旭
日
章
独
逸
国
人
エ
ミ
ル
、
ユ
ン
ヶ
ル

右
ハ
去
ル
明
治
三
十
年
八
月
独
逸
語
教
師
ト
シ
テ
傭
人
以
来
在
職
約
八
年
其
間
生
徒
ヲ
教
導
ス
ル
コ
ト
懇
篤
周
到
二
同
校
生
徒
ノ
独

逸
語
学
学
力
上
一
新
紀
元
ヲ
劃
シ
今
日
ノ
進
境
ア
ラ
シ
メ
タ
ル
カ
如
キ
ハ
同
人
ノ
カ
与
リ
テ
多
キ
モ
ノ
ー
ー
有
之
候
処
本
年
七
月
解
傭

帰
国
到
候
二
付
此
際
右
功
労
ヲ
御
表
彰
被
遊
頭
書
ノ
通
叙
勲
被
仰
出
度
旨
前
文
部
大
臣
久
保
田
譲
ヨ
リ
申
立
有
之
候
間
該
勲
章
被
下

明
治
三
十
八
年
十
二
月
十
九
日

（
７
）

外
務
大
臣
伯
爵
桂
太
郎
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八
年
間
の
金
沢
四
高
の
契
約
が
終
わ
る
と
、
次
い
で
神
戸
の
』
四
百
口
○
胃
・
己
。
］
の
の
支
配
人
に
な
っ
た
。
ク
ロ
ニ
ク
ル
の
創
刊
者
罰
・
ず
の
１

Ｋ
．
目
巾
は
ユ
ン
ヶ
ル
の
夫
人
の
兄
だ
っ
た
関
係
上
、
同
氏
に
頼
ま
れ
て
同
氏
の
不
在
中
に
新
聞
社
の
事
務
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。
そ
し
て
神
戸
到
着
後
、
間
も
な
く
神
戸
高
等
商
業
学
校
（
後
の
神
戸
商
大
）
の
ド
イ
ツ
語
の
授
業
も
担
当
し
、
明
治
四
十
年

（
一
九
壱
）
十
一
月
に
至
っ
た
。
し
か
し
ヂ
ャ
パ
ン
・
ク
ロ
ニ
ク
ル
時
代
は
一
年
半
で
終
わ
っ
た
。
履
歴
書
（
東
大
蔵
）
に
は
、

千
九
百
五
年
神
戸
市
ナ
ル
「
ヂ
ャ
パ
ン
、
ク
ロ
ニ
ヶ
ル
」
主
筆
「
ヤ
ン
グ
氏
ノ
嘱
託
ヲ
受
ヶ
同
氏
不
在
中
同
新
聞
社
ノ
事
務
ヲ
管
理

ス
ル
コ
ト
ｈ
ナ
リ
シ
カ
同
地
到
着
後
間
モ
ナ
ク
神
戸
高
等
商
業
学
校
学
校
ノ
独
語
教
授
ヲ
モ
引
受
ヶ
本
年
十
一
月
下
旬
二
至
し
り
。

と
あ
る
。
だ
が
や
が
て
自
分
の
天
分
は
新
聞
に
な
い
と
覚
り
、
再
び
教
育
界
に
復
帰
し
、
今
度
は
第
一
高
等
学
校
教
師
に
な
っ
た
。

ユ
ン
ケ
ル
曰
く
「
然
ル
ー
一
今
明
治
四
十
年
十
二
月
一
日
ヨ
リ
拙
者
ノ
希
望
ニ
依
り
第
一
高
等
学
校
ノ
独
逸
語
教
師
ノ
位
地
ヲ
得
ル
コ
ト
凸

ナ
レ
リ
」
（
東
大
蔵
・
履
歴
書
）
。
こ
う
し
て
明
治
四
十
年
（
一
九
壱
）
十
一
一
月
以
後
昭
和
二
年
（
一
九
一
一
壱
）
に
世
を
去
る
ま
で
約
二
十
年
間
そ

の
地
位
に
あ
り
、
独
語
教
育
を
通
じ
て
多
く
の
優
れ
た
人
材
を
養
成
し
た
。
二
局
で
は
履
歴
書
に
よ
る
と
一
年
ご
と
に
契
約
を
更
新
（
傭

継
）
し
て
い
る
。
新
渡
戸
稲
造
に
よ
っ
て
指
導
さ
れ
て
い
た
二
局
の
教
師
と
し
て
再
び
自
分
の
全
力
を
教
職
に
捧
げ
る
こ
と
が
出
来
た
の

は
彼
の
喜
び
だ
っ
た
。
当
時
の
二
局
に
は
天
下
の
秀
才
が
婿
集
し
、
切
瑳
琢
磨
し
て
い
た
。
｜
高
で
の
同
僚
ペ
ッ
ッ
ォ
ー
ル
ド
は
、
こ
う

言
っ
て
い
る
。

の
こ
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
大
正
十
四
年
至
っ
て
初
め
て
四
十
年
振
り
に
帰
国
し
た
。

神
戸
「
ジ
ャ
パ
ン
・
ク
ロ
ー
ー
ク
ル
」
時
代

一
高
及
び
独
協
学
校
教
師
時
代
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こ
の
時
期
の
ユ
ン
ヶ
ル
の
活
動
と
し
て
は
教
場
で
の
授
業
の
外
に
独
語
学
習
・
研
究
雑
誌
へ
の
寄
稿
が
挙
げ
ら
れ
る
。
大
正
三
年
一
月

東
大
独
文
系
雑
誌
と
し
て
『
独
逸
語
』
（
豆
の
」
の
三
ｍ
ｇ
の
の
宮
口
＆
の
）
が
創
刊
さ
れ
た
。
版
元
は
独
逸
語
発
行
所
。
顧
問
に
カ
ー
ル
・
フ

ロ
ー
レ
ン
ッ
を
戴
き
、
主
筆
。
青
木
昌
吉
（
東
京
帝
国
文
科
大
学
助
教
授
）
、
編
集
主
任
・
大
津
康
（
東
京
帝
国
文
科
大
学
講
師
・
第
一

高
等
学
校
教
授
）
を
中
心
と
し
た
充
実
し
た
内
容
で
光
っ
て
お
り
、
高
度
の
雑
誌
で
あ
っ
た
。
ユ
ン
ヶ
ル
は
常
時
寄
稿
者
に
な
っ
て
い
る
。

ペ
ッ
ッ
ォ
ー
ル
ド
の
言
葉
通
り
東
京
へ
出
て
き
た
こ
と
は
結
果
的
に
ユ
ン
ヶ
ル
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
で
あ
っ
た
。
独
語
教
師
と
し
て
、
ま

た
独
逸
東
亜
協
会
の
会
員
と
し
て
縦
横
に
活
躍
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
－
高
以
外
に
独
逸
学
協
会
学
校
、
拓

殖
大
等
で
も
教
鞭
を
と
っ
た
。
特
に
独
逸
学
協
会
学
校
へ
は
明
治
四
十
一
年
か
ら
大
正
十
三
年
ま
で
教
え
、
独
協
の
名
物
教
師
だ
っ
た
。

独
協
生
徒
に
と
っ
て
も
そ
れ
は
嬉
し
い
こ
と
だ
っ
た
よ
う
だ
。
「
ユ
ン
ヶ
ル
先
生
は
二
局
の
独
逸
語
を
受
持
っ
て
居
ら
れ
る
か
ら
、
僕
等

に
は
都
合
が
よ
い
。
」
（
「
学
校
だ
よ
り
・
独
逸
学
協
会
学
校
」
、
明
治
四
十
三
年
十
二
月
号
「
初
等
独
逸
語
研
究
』
）
と
あ
る
。
独
協
生
徒

に
は
－
高
の
三
部
（
医
科
）
に
進
学
す
る
者
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ユ
ン
ヶ
ル
は
大
正
三
年
（
五
四
）
当
時
東
京
麻
布
区
市
兵
衛
町
二
丁
目
十
二
番
地
に
住
ん
で
い
た
。
｜
高
に
勤
め
る
よ
う
に
な
っ
て
ド

イ
ツ
東
亜
協
会
（
Ｏ
Ａ
Ｇ
）
の
会
員
と
し
て
も
活
躍
し
、
特
に
書
記
と
し
て
活
躍
し
そ
の
活
動
は
死
ぬ
ま
で
続
く
。
な
お
、
大
正
四
年
当

（
８
）

時
、
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
各
科
共
通
の
語
学
研
究
会
の
講
師
を
主
同
木
吉
助
教
授
と
務
め
、
訳
読
と
会
話
を
分
担
し
た
。

「
騒
然
た
る
首
都
は
、
彼
に
は
色
々
の
点
で
田
園
的
地
方
よ
り
も
好
も
し
く
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
夫
れ
だ
け
ま
た
一
層
活
動
の
機
会

が
与
へ
ら
れ
て
ゐ
た
。
そ
し
て
ユ
ン
ケ
ル
氏
は
燃
ゆ
る
様
な
熱
心
を
以
て
、
彼
の
新
し
い
仕
事
に
赴
い
た
。
学
校
の
傍
ら
、
彼
は
特
に
東

亜
協
会
の
為
に
尽
力
し
た
。
殊
に
名
誉
図
書
掛
り
と
し
て
、
其
位
置
は
彼
に
彼
の
腕
を
振
ふ
べ
き
機
会
を
充
分
に
与
へ
た
。
」
（
「
ユ
ン
ヶ

ル
先
生
を
悼
む
」
）雑
誌
『
独
逸
語
』
へ
の
寄
稿
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そ
の
他
主
な
寄
稿
者
に
は
高
木
敏
雄
、
吹
田
順
助
、
三
浦
吉
兵
衛
、
上
村
清
廷
、
藤
井
信
吉
、
雪
山
俊
夫
、
永
井
潜
ら
が
い
た
。
ユ
ン
ヶ

ル
寄
稿
の
記
事
は
次
の
通
り
。
大
抵
日
独
両
文
で
書
か
れ
て
い
る
。

一
【
・
閂
の
の
己
・
己
の
目
」
（
大
一
一
一
。
一
）
「
年
賀
状
」
（
同
上
）
「
厚
。
（
］
冒
岸
の
円
、
、
の
Ｂ
の
鳥
目
、
の
ご
」
（
一
一
一
・
四
）
「
Ｃ
】
の
こ
の
］
三
目
」
の
円
皀
の
再

三
の
目
の
】
ず
」
（
一
一
一
・
五
）
「
］
目
【
の
円
教
授
の
講
評
」
（
同
上
）
「
］
口
二
日
教
授
の
講
評
」
（
一
一
一
・
六
）
「
害
の
量
の
ｑ
の
萱
の
旨
、
冑
勺
『
・
馬
の
ｍ
の
○
門

国
・
円
の
目
」
（
一
一
一
・
八
）
：
「
］
目
【
の
局
教
授
の
講
評
」
（
同
上
）
「
豆
の
□
の
三
ｍ
ｇ
の
ｍ
・
胃
こ
の
宮
Ｐ
Ｓ
の
」
（
一
一
一
・
十
～
十
一
）
「
］
冒
丙
の
胃
教
授
の
訳

文
及
び
講
評
」
（
一
一
一
・
十
）
「
狂
言
・
狐
塚
」
（
四
・
一
一
～
三
）
「
国
目
三
・
１
三
９
旨
、
」
（
四
・
一
～
一
一
、
四
～
五
）

以
下
、
簡
単
に
内
容
を
紹
介
す
る
。
「
【
・
国
の
の
ｇ
ｏ
＆
の
目
」
は
雑
誌
編
集
部
に
宛
て
た
も
の
で
、
雑
誌
創
刊
を
祝
う
と
共
に
、
語
学
の

勉
強
に
は
自
発
性
、
つ
ま
り
独
学
が
重
要
で
あ
り
、
真
の
教
養
人
は
独
学
者
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
学
習
法
に
は
暗
記

が
大
事
だ
と
説
い
て
い
る
。
「
年
賀
状
」
（
ｚ
の
巳
昌
Ｈ
２
言
の
＆
の
）
は
、
正
月
は
ド
イ
ツ
で
は
日
本
の
よ
う
に
重
要
な
祝
日
で
は
な
い
が
、

新
年
の
祝
賀
の
交
換
は
よ
く
行
わ
れ
る
と
し
、
日
本
学
生
が
ド
イ
ツ
人
に
年
賀
状
を
州
す
際
に
注
意
す
べ
き
点
を
例
を
挙
げ
て
や
さ
し
く

教
え
て
い
る
。
「
□
】
の
こ
の
］
三
目
」
の
司
已
の
局
ｚ
の
旨
の
耳
」
は
古
代
地
中
海
民
族
が
建
て
た
偉
大
な
七
つ
の
建
築
物
に
対
し
て
、
近
代
が
作
っ

た
も
の
（
機
関
車
と
鉄
道
、
蒸
気
船
、
海
底
電
信
、
巨
大
橋
、
大
砲
、
飛
行
船
・
飛
行
機
等
）
を
対
比
し
て
い
る
。
そ
し
て
学
生
が
こ
の

文
を
研
究
す
る
こ
と
で
マ
イ
ャ
ー
や
ブ
ロ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
な
ど
の
百
科
事
典
を
読
む
よ
う
に
な
れ
ば
と
希
望
し
て
い
る
。
「
］
冒
丙
臼
教
授
の

講
評
」
は
前
号
の
和
文
独
訳
課
題
の
回
答
に
つ
い
て
の
懇
切
な
講
評
で
あ
る
。
「
シ
ワ
の
・
亘
の
二
ｍ
ｍ
の
〕
の
目
帛
冒
可
・
局
の
ｍ
の
○
円
国
・
門
の
目
」
は
、

東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
教
授
カ
ー
ル
・
フ
ロ
ー
レ
ン
ッ
が
帰
国
す
る
に
際
し
て
上
野
の
精
養
軒
で
開
か
れ
た
送
別
会
（
大
正
三
年
七
月

二
日
）
の
様
子
を
伝
え
た
も
の
。
席
上
の
、
上
田
整
次
（
東
京
帝
国
大
学
独
逸
文
学
科
助
教
授
）
、
青
木
昌
吉
（
同
上
）
、
山
川
健
次
郎

（
東
京
帝
国
大
学
総
長
）
、
上
田
万
年
（
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
長
）
、
芳
賀
矢
一
（
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
教
授
）
の
役
割
や
卓
話
、

そ
れ
に
対
す
る
フ
ロ
ー
レ
ン
ッ
の
謝
辞
な
ど
興
味
あ
る
記
事
と
な
っ
て
い
る
。
「
豆
の
Ｃ
の
三
ｍ
○
ヶ
の
の
＆
且
注
の
宮
口
＆
の
」
は
独
文
だ
け
で
書

か
れ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
語
の
文
語
が
歴
史
的
に
い
か
に
成
立
し
て
来
た
か
を
述
べ
て
い
る
が
、
か
な
り
難
解
で
あ
る
。
「
国
自
三
・
再
三
」

目
、
」
（
言
葉
の
組
立
）
は
、
詞
論
や
文
論
の
初
歩
を
終
え
た
人
は
進
ん
で
ド
イ
ツ
語
内
部
の
構
造
上
の
知
識
を
進
め
、
言
葉
の
組
立
て
を
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次
い
で
ユ
ン
ヶ
ル
は
「
独
逸
語
学
雑
誌
』
（
国
の
言
・
ケ
ヨ
閉
胃
□
の
三
ｍ
ｇ
の
の
胃
四
ｓ
の
）
の
困
呉
、
の
す
の
吋
（
顧
問
）
に
就
任
し
、
以
後
同
誌

に
毎
号
の
よ
う
に
寄
稿
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

『
独
逸
語
学
雑
誌
』
は
明
治
三
十
一
年
（
｜
〈
天
）
創
刊
の
当
時
最
も
権
威
あ
る
ド
イ
ツ
語
学
習
・
研
究
誌
で
あ
っ
た
。
日
独
書
院
発
行
。

同
誌
は
東
京
外
語
及
び
独
協
系
の
雑
誌
で
長
い
歴
史
を
誇
り
、
ド
イ
ツ
人
で
は
ユ
ン
ヶ
ル
は
エ
ミ
ー
ル
・
ハ
リ
ー
ル
（
東
京
外
語
・
中
央

幼
年
学
校
教
師
）
の
跡
を
受
け
て
主
要
な
寄
稿
者
で
あ
っ
た
。
同
誌
は
元
々
、
大
村
仁
太
郎
、
山
口
小
太
郎
、
谷
口
秀
太
郎
が
中
心
と
な

っ
て
創
刊
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
谷
口
は
初
期
の
一
時
期
に
関
わ
っ
た
だ
け
で
、
後
は
大
村
、
山
口
に
任
せ
き
り
で
離
れ
て
い
た
。

し
か
し
大
村
は
明
治
四
十
年
、
山
口
は
大
正
六
年
に
世
を
去
っ
て
い
た
。
加
え
て
第
一
大
戦
後
、
日
本
で
は
ド
イ
ツ
語
は
以
前
の
様
な
勢

い
を
失
っ
て
雑
誌
経
営
は
困
難
に
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
雑
誌
再
興
の
た
め
に
、
谷
口
が
同
誌
に
復
帰
し
、
主
幹
に
推
さ
れ
た
。
す
な
わ

ち
主
幹
・
谷
口
秀
太
郎
（
陸
軍
砲
工
学
校
教
授
）
、
顧
問
と
し
て
ユ
ン
ヶ
ル
（
第
一
高
等
学
校
教
師
）
、
水
野
繁
太
郎
（
上
智
大
学
教
授
）
、

司
馬
享
太
郎
（
独
逸
学
協
会
学
校
教
頭
）
、
武
内
大
造
（
東
京
外
国
語
学
校
教
授
）
、
田
代
光
雄
（
同
）
、
辻
高
衡
（
同
）
、
が
就
任
し
た
。

ユ
ン
ヶ
ル
は
独
逸
学
協
会
学
校
の
教
師
で
も
あ
り
、
谷
口
は
教
頭
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
う
し
た
関
係
か
ら
ユ
ン
ケ
ル
が
雑
誌
の
顧
問
に
就

任
す
る
よ
う
に
谷
口
か
ら
要
請
を
受
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
人
々
は
当
時
の
代
表
的
ド
イ
ツ
語
学
者
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
最
も
多
く
寄
稿
し
た
の
は
ユ
ン
ケ
ル
で
あ
っ
た
。
ユ
ン
ケ
ル

研
究
す
る
こ
と
が
必
要
と
の
思
い
か
ら
筆
を
執
っ
た
も
の
。
数
回
に
亘
っ
て
ド
イ
ツ
語
の
語
構
成
を
根
、
根
語
、
幹
、
前
綴
、
後
綴
等
に

分
か
っ
て
懇
切
に
説
明
し
て
い
る
。
「
狂
言
・
狐
塚
」
は
ユ
ン
ヶ
ル
に
は
珍
し
い
日
本
文
学
の
翻
訳
だ
が
、
当
時
『
独
逸
語
』
に
は
主
に

大
津
康
に
よ
っ
て
日
本
文
学
（
特
に
近
代
文
学
）
の
対
訳
が
し
ば
し
ば
掲
載
さ
れ
て
い
た
の
で
、
そ
の
一
環
で
あ
ろ
う
。

「
独
逸
語
学
雑
誌
」
顧
問
に
就
任
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が
同
誌
に
発
表
し
た
記
事
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
。

「
学
生
の
外
国
語
自
習
に
関
す
る
諸
注
意
」
（
大
九
・
一
）
「
手
紙
の
書
方
」
（
十
二
・
一
～
一
一
）
「
慰
籍
及
び
悔
み
状
の
書
方
」
（
十
一
一
・

一
一
一
）
「
手
紙
の
書
方
」
（
十
二
・
四
）
「
滑
稽
門
答
」
（
十
一
一
・
五
）
「
独
逸
語
酒
落
文
句
」
（
十
一
一
・
六
）
「
続
滑
稽
門
答
」
（
同
上
）
「
独
逸

語
教
授
上
の
一
一
一
一
一
の
逸
話
」
（
十
一
一
・
九
）
「
地
震
雑
感
」
（
十
一
一
・
十
～
十
一
、
十
一
一
一
・
｜
）
「
独
逸
語
の
文
語
」
（
十
一
一
一
・
三
～
六
）
「
独

逸
語
の
酒
落
」
（
十
一
一
一
・
十
）
「
シ
ル
レ
ル
鐘
の
歌
」
（
十
三
・
十
一
）
「
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
」
（
十
三
・
十
一
一
）
「
米
作
国
加
奈
陀
」
（
十
四
・

一
一
）
「
言
語
の
音
声
模
擬
」
（
十
四
・
一
一
一
～
五
）
「
罰
の
】
の
①
耳
】
の
命
の
Ｉ
～
Ｘ
」
（
十
四
・
六
～
十
五
・
八
）
「
Ｃ
の
三
ｍ
ｇ
の
シ
・
声
の
Ｈ
冨
巨
の
二
二

く
し
ゃ
み

【
・
円
の
四
」
（
十
五
・
七
～
八
）
「
花
屋
敷
の
熊
虐
」
（
十
五
・
十
）
「
嘘
の
迷
信
」
（
昭
一
一
・
六
）
「
海
中
の
黄
金
」
（
一
一
。
八
）
。

こ
れ
ら
は
大
抵
独
日
対
訳
で
書
か
れ
て
い
る
。
内
容
的
に
は
純
粋
の
語
学
的
記
事
と
論
説
、
ド
イ
ツ
の
風
俗
習
慣
や
日
本
で
起
き
た
事

件
を
扱
っ
た
エ
ッ
セ
イ
、
そ
れ
に
旅
行
記
で
あ
る
。
概
し
て
短
い
も
の
で
あ
る
。
内
容
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
紹
介
し
て
み
よ
う
。

「
学
生
の
外
国
語
自
修
に
関
す
る
諸
注
意
」
（
固
言
、
の
三
日
声
の
帛
胃
Ｓ
の
ｍ
の
］
房
｛
毎
は
、
丙
三
ｇ
の
、
ｍ
・
宮
｝
の
Ｈ
印
す
の
旨
の
←
昌
旨
曰
守
の
日
‐

』
の
胃
ｍ
ｐ
Ｐ
ｇ
の
ご
）
は
、
長
年
の
ド
イ
ツ
語
教
授
経
験
と
自
己
の
学
習
経
験
か
ら
、
拙
い
学
習
法
を
し
て
い
る
学
生
を
見
て
筆
を
執
っ
た

も
の
で
、
手
っ
取
り
早
い
語
学
の
習
得
法
と
い
う
も
の
は
な
く
、
額
に
汗
を
流
し
て
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

そ
し
て
次
の
三
点
が
大
事
だ
と
い
う
。
①
凡
そ
読
む
も
の
は
少
な
く
と
も
各
句
を
よ
く
分
か
る
日
本
語
を
以
っ
て
表
示
し
得
る
程
度
に
徹

底
的
に
読
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
。
②
正
確
な
言
葉
を
し
っ
か
り
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
で
な
い
と
檬
朧
と
し
た
意
味
が
分
か
る

だ
け
で
あ
る
。
③
次
に
な
す
べ
き
は
一
定
の
意
義
を
有
す
る
類
似
語
を
早
く
記
憶
す
る
こ
と
で
あ
る
。
「
独
逸
語
教
授
上
の
二
一
一
一
の
逸
話
」

（
回
三
ｍ
の
シ
ど
の
豆
・
芹
の
ご
自
切
」
の
ｇ
Ｃ
の
三
ｍ
＆
‐
□
三
の
己
○
三
）
は
ベ
ル
リ
ン
大
学
附
属
外
国
人
の
た
め
の
ド
イ
ツ
語
学
校
ｅ
の
二
ｍ
ｇ
の
の

旨
の
三
三
津
『
少
已
の
］
四
目
の
『
目
』
の
円
ご
己
『
の
邑
註
一
ｍ
の
『
言
）
に
来
る
外
国
人
の
一
一
一
つ
の
タ
イ
プ
を
紹
介
し
て
い
る
。
一
つ
は
初
め
数

回
は
学
校
に
来
る
が
そ
の
後
は
町
で
遊
び
、
同
国
人
と
ド
イ
ツ
語
で
は
話
さ
な
い
。
そ
し
て
「
ド
イ
ツ
語
は
難
し
い
」
が
口
癖
に
な
っ
て

い
る
。
第
二
の
タ
イ
プ
は
真
面
目
に
学
校
に
は
来
る
が
、
黙
っ
て
い
る
。
だ
が
「
語
ろ
は
銀
、
沈
黙
は
金
」
と
い
う
諺
は
言
語
を
習
得
し

よ
う
と
す
る
人
に
云
う
こ
と
で
は
な
い
。
の
宮
口
＆
の
は
め
官
の
＆
の
ロ
か
ら
来
て
い
る
の
で
の
胃
の
＆
の
ご
す
べ
き
だ
。
第
一
一
一
は
イ
ン
ド
人
で
流
暢
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に
ド
イ
ツ
語
を
話
す
、
聞
く
と
一
一
、
三
ヵ
月
前
か
ら
学
ん
だ
が
、
夜
も
昼
も
勉
強
し
た
と
い
う
話
を
紹
介
し
て
い
る
。
最
後
に
シ
ュ
リ
ー

マ
ン
の
学
習
法
を
紹
介
し
、
新
聞
記
事
の
朗
読
と
、
単
語
を
覚
え
る
際
親
類
語
を
一
緒
に
暗
記
す
る
こ
と
を
薦
め
て
い
る
。
「
地
震
雑
感
」

（
回
三
四
の
弓
の
司
厚
弓
の
ケ
の
ご
）
は
関
東
大
震
災
に
触
発
さ
れ
て
筆
を
執
っ
た
も
の
で
、
実
際
に
市
中
を
見
て
ま
わ
り
惨
状
を
報
告
す
る
だ

け
で
な
く
、
地
層
や
地
殻
の
変
化
に
も
目
を
向
け
、
考
察
を
加
え
、
さ
な
が
ら
地
震
学
者
を
思
わ
せ
る
。

四
回
に
一
曰
一
っ
て
連
載
さ
れ
た
論
説
「
独
逸
語
の
文
語
」
（
己
】
の
Ｃ
の
三
ｍ
・
言
の
・
言
三
ｍ
で
『
ロ
○
ヶ
の
）
は
ド
イ
ツ
文
語
の
発
達
の
ア
ウ
ト
ラ
イ

ン
を
、
問
題
点
の
指
摘
し
な
が
ら
述
べ
た
か
な
り
難
解
な
も
の
で
あ
る
。
同
じ
テ
ー
マ
を
前
記
『
独
逸
語
』
誌
ｔ
で
も
取
り
上
げ
て
い
る

が
、
当
時
ユ
ン
ヶ
ル
の
関
心
の
深
か
っ
た
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
「
独
逸
語
の
酒
落
」
（
国
己
、
①
の
宮
居
す
め
＆
の
目
の
）
で
は
、
ド
イ
ツ

語
に
は
同
音
異
義
語
が
英
語
や
中
国
語
に
較
べ
て
少
な
い
が
、
全
然
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
と
し
て
、
四
目
の
の
冨
臼
の
耳
の
旨
げ
の
甘
‐

且
四
口
己
」
曰
四
○
ヶ
←
の
」
四
ｍ
の
計
四
四
庁
の
の
〆
四
日
の
二
目
字
自
営
ご
○
す
の
ご
巨
口
皀
云
「
。
］
］
ず
の
＆
の
□
。
【
（
○
コ
ご
再
Ｈ
ｇ
の
旨
回
ユ
ロ
ロ
、
の
ど
の
『
一
口
ご
函
の
ご
・
し
巨
届
」
の
閂

可
昌
耳
ぐ
。
ご
由
の
１
曰
目
○
ヶ
【
。
］
ご
己
の
、
］
＆
目
印
》
巨
白
ご
房
の
①
二
目
の
田
の
二
・
な
ど
滑
稽
な
文
を
十
七
例
挙
げ
て
い
る
。
「
シ
ル
レ
ル

鐘
の
歌
」
（
ロ
冒
国
匙
二
目
長
旨
の
○
三
一
の
厨
口
の
」
「
・
己
皀
の
『
○
］
○
・
戸
の
葛
）
は
鐘
を
鋳
造
す
る
動
作
の
描
写
の
間
に
人
間
の
観
察
と
諸

〕
》

相
を
包
入
し
た
シ
ラ
ー
の
鐘
の
歌
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
、
特
に
喜
び
に
つ
け
全
生
涯
の
あ
ら
ゆ
る
厳
粛
な
機
会
に
鐘
の
響
き
が
付
い
て

廻
る
ド
イ
ツ
人
に
と
っ
て
意
味
深
い
と
し
、
そ
の
鑑
賞
の
仕
方
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
こ
の
詩
は
シ
ラ
ー
と
同
時
代
の
作
曲
家

で
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
一
一
ス
ト
の
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
ロ
ン
ベ
ル
ク
に
よ
っ
て
作
曲
さ
れ
た
が
、
そ
れ
が
最
近
ド
イ
ツ
合
唱
団
に
よ
っ
て
有
楽
座

で
上
演
さ
れ
、
喝
采
を
受
け
た
と
記
し
て
い
る
。
「
米
作
国
加
奈
陀
」
（
【
自
口
忌
巴
の
、
の
一
ｍ
ｇ
己
Ｐ
＆
）
は
最
近
カ
ナ
ダ
は
米
が
か
な
り

大
規
模
に
収
穫
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
将
来
有
望
で
あ
る
が
、
種
類
が
違
う
の
で
日
本
の
稲
作
者
は
心
配
す
る
必
要
は
な
い
と
述
べ
、
栽

培
法
と
精
製
法
を
説
明
し
て
い
る
。
「
言
語
の
音
声
模
擬
に
つ
い
て
」
（
□
ず
の
『
臣
二
日
四
」
の
『
の
二
口
」
の
『
の
宮
口
ｇ
の
）
は
音
声
の
言
語
史
的

考
察
に
始
ま
っ
て
、
ド
イ
ツ
語
の
中
で
い
か
に
そ
れ
が
用
い
ら
れ
て
か
を
検
討
し
て
い
る
が
、
少
々
難
解
で
あ
る
。
「
□
の
三
ｍ
ｇ
の
少
禺
の
円
‐

盲
巨
の
『
旨
【
・
局
の
ロ
」
（
朝
鮮
に
於
け
る
独
逸
人
農
夫
）
は
解
放
後
の
ド
イ
ツ
人
捕
虜
を
中
心
に
経
営
さ
れ
て
い
る
朝
鮮
の
農
園
の
盛
ん
な

様
子
を
報
告
し
た
も
の
で
あ
る
。
ユ
ン
ヶ
ル
は
朝
鮮
で
も
独
語
を
教
え
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
（
後
掲
『
○
の
冨
臼
ロ
房
呂
の
田
巨
三
ｍ
・
冨
旦
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以
後
、
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
バ
ッ
セ
ー
ン
を
経
て
、
ス
エ
ズ
運
河
を
抜
け
、
ポ
ー
ト
。
サ
イ
ド
市
に
達
し
た
と
こ
ろ
で
、
な
ぜ
か

中
断
し
て
い
る
。
同
市
は
四
十
年
前
日
本
に
来
る
と
き
立
ち
寄
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
間
著
し
く
変
化
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
最

後
は
ア
ン
ト
ヴ
ェ
ル
ペ
ン
に
向
か
っ
て
出
発
す
る
と
こ
ろ
で
終
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
故
郷
の
独
逸
の
様
子
が
書
か
れ
て
い
な
い
の

誌
の
追
悼
記
事
参
照
）
そ
の
時
の
体
験
が
基
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
「
花
屋
敷
の
熊
虐
」
（
○
国
ロ
の
四
日
穴
三
ｍ
の
、
の
己
の
旨
三
色
・
の
①
の

国
の
局
）
は
浅
草
の
花
屋
敷
動
物
園
で
起
き
た
人
間
に
よ
る
熊
虐
殺
を
扱
っ
て
い
る
。
原
始
林
で
は
自
然
の
権
利
で
あ
る
の
だ
が
、
餌
を
サ

ル
に
奪
わ
れ
た
熊
が
怒
っ
て
サ
ル
を
襲
い
殺
し
て
し
ま
っ
た
の
を
見
て
、
人
間
の
権
利
で
番
人
達
が
寄
っ
て
た
か
っ
て
熊
を
殺
し
た
。
衆

生
を
哀
れ
み
殊
に
殺
生
す
る
勿
れ
と
教
え
て
い
る
仏
教
が
布
か
れ
て
い
る
の
に
、
と
の
思
い
が
ユ
ン
ヶ
ル
に
は
あ
っ
た
よ
う
だ
。

十
回
に
亘
っ
て
連
載
さ
れ
た
「
ｍ
の
】
の
①
す
。
の
、
の
」
（
帰
独
道
中
記
）
は
、
四
十
年
振
り
に
ユ
ン
ヶ
ル
が
大
正
十
四
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て

一
時
帰
国
し
た
際
の
途
中
の
滋
味
豊
な
旅
行
記
で
あ
る
。
東
京
か
ら
長
崎
ま
で
を
扱
っ
た
第
一
回
の
冒
頭
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
欧
羅
巴
行
き
の
旅
が
、
人
間
の
一
世
代
以
上
も
極
東
に
暮
ら
し
て
、
四
十
年
前
に
や
っ
て
来
た
旅
を
反
対
の
か
向
に
辿
っ
た
者
に
、

ど
ん
な
印
象
を
加
へ
る
も
の
か
、
独
逸
語
学
雑
誌
の
多
数
の
読
者
は
そ
れ
を
喜
ん
で
見
て
下
さ
る
だ
ろ
う
と
予
想
し
て
、
私
は
時
々
手
紙

を
以
て
、
私
達
の
経
験
と
観
察
を
記
述
し
よ
う
と
恩
ふ
。
」
（
旨
」
の
司
少
目
昌
日
の
》
冒
西
ご
］
の
］
の
げ
の
ｍ
の
『
」
の
甸
国
三
・
の
宮
．
、
の
目
一
の
印
の
コ

ミ
の
こ
の
Ｐ
ョ
の
」
＆
の
口
国
己
昌
・
丙
の
旨
の
罰
の
】
の
①
息
＆
国
目
・
宮
ロ
ロ
ロ
の
曰
囚
己
の
ご
日
四
・
三
》
１
日
弓
の
閂
の
旨
三
の
ロ
、
号
の
目
］
ず
の
ご
日
甸
の
目
の
ロ

○
の
（
の
□
ぬ
の
］
の
亘
屋
ロ
ロ
＆
の
、
の
】
の
①
二
畳
曰
く
○
門
二
」
四
胃
の
ご
旨
巨
目
、
の
丙
の
言
（
の
局
惠
○
三
目
四
ｍ
の
曰
四
○
三
ケ
＆
・
言
」
」
」
＆
ヨ
、
の
」
の
、
の
ヨ
ー

］
』
Ｃ
宮
の
ロ
、
口
の
虎
の
ロ
ロ
ど
の
の
円
の
回
ユ
の
す
日
の
、
の
ロ
ロ
ニ
国
の
。
ご
Ｐ
Ｃ
面
言
巨
ロ
、
の
ど
の
○
亘
］
」
の
Ｈ
二
・
）

同
年
四
月
三
日
東
京
か
ら
急
行
列
車
で
神
戸
ま
で
行
っ
た
が
、
東
京
駅
で
は
忙
し
い
と
こ
ろ
大
勢
で
見
送
っ
て
く
れ
、
京
都
と
大
阪
で

も
旧
友
達
が
無
事
な
旅
行
を
祈
っ
て
く
れ
た
。
神
戸
で
は
数
日
親
戚
や
友
人
と
の
別
れ
に
追
わ
れ
て
過
ご
し
た
。
四
十
年
前
の
神
戸
は
極

東
の
一
小
港
と
し
て
概
し
て
皆
平
和
な
共
同
生
活
を
営
ん
で
い
た
が
、
今
で
は
素
晴
ら
し
い
建
築
物
や
壮
大
な
港
湾
施
設
、
世
界
的
交
通

の
活
発
な
往
来
を
見
る
に
至
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
長
崎
の
街
で
目
に
付
く
の
は
昔
の
外
人
居
留
地
や
そ
の
周
辺
の
頽
廃
で
あ
る
と
記
し

て
い
る
。
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「
喧
の
迷
信
」
（
シ
ワ
の
缶
」
冒
宮
の
＆
の
の
号
の
『
ｇ
の
三
の
ｍ
の
ロ
）
は
古
来
嘘
は
諸
国
民
の
間
で
様
々
に
解
釈
さ
れ
て
来
た
こ
と
を
興
味
深
く

述
べ
て
い
る
。
日
本
人
の
壇
は
無
邪
気
な
も
の
で
、
冗
談
に
そ
の
人
が
よ
そ
で
噂
さ
れ
て
い
る
と
云
わ
れ
る
。
欧
羅
巴
で
耳
鳴
り
が
同
じ

意
味
を
持
っ
て
い
る
の
と
似
て
い
る
。
こ
う
い
う
諺
が
あ
る
。
囑
を
一
つ
す
れ
ば
褒
め
ら
れ
、
二
つ
す
れ
ば
憎
ま
れ
、
三
つ
す
れ
ば
惚
れ

ら
れ
、
四
つ
す
れ
ば
風
邪
を
引
く
。
「
海
中
の
黄
金
」
ｅ
の
Ｈ
○
・
｝
』
の
。
言
ご
言
こ
の
臼
）
は
ユ
ン
ケ
ル
の
遺
稿
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

ほ
］
の
す
の
『
国
の
ｑ
Ｂ
ｍ
ご
碕
巨
○
宜
》

由
］
田
口
〕
＃
①
ご
］
の
耳
の
Ｈ
の
『
、
の
）
可
四
ｍ
・
団
○
崖
の
ロ
ー
」
】
○
ケ
三
弓
」
の
の
毎
国
の
ご
己
●
ず
一
国
口
ご
］
の
」
・
の
】
の
丙
○
二
国
の
ご
一
口
曰
の
旨
の
『
句
巨
西
二
○
一
の

Ｐ
ｐ
ｍ
の
ケ
の
Ｐ
ｇ
ｐ
西
】
○
ヶ
目
）
】
『
日
］
一
ｓ
の
、
の
ロ
、
宣
目
の
ロ
ぐ
】
の
］
国
口
の
、
の
○
ケ
円
の
】
ケ
の
ロ
四
口
目
の
旨
の
の
○
団
已
の
『
ロ
ロ
ロ
句
司
の
巨
皀
Ｑ
の
①
『
の
ロ
ロ
『
の
口
コ
ミ
｝
一
・

□
］
の
ご
国
．
（
」
・
の
己
局
・
ご
の
。
」
」
ユ
ロ
ロ
〕
）
←
国
民
○
］
、
ｓ
ゆ
ず
の
Ｐ
日
の
旨
の
の
○
ケ
ご
｝
の
Ｈ
こ
す
巨
口
函
』
曰
Ｃ
の
巨
訂
○
ケ
の
Ｐ
皀
己
」
］
○
ず
一
己
｝
］
【
已
円
国
の
】
計
巨
ご
」

冨
皀
｝
｝
の
、
己
ｐ
Ｈ
の
巨
率
空
甸
」
］
の
、
の
ご
曰
］
計
の
】
ロ
の
曰
【
｝
ｐ
己
の
一
ｍ
】
の
①
司
与
巴
計
の
ご
く
○
ニ
シ
ニ
プ
ミ
の
『
つ
の
口
巨
ロ
ロ
の
ご
・
四
日
ご
ケ
ロ
Ｈ
ｍ
ｐ
ｏ
ｇ
の
）
巳
、
の
葛
の
評
の
『
の

、
己
の
昂
の
ご
す
の
同
Ｒ
ｐ
の
】
ど
の
の
局
の
（
の
ご
因
】
■
ユ
円
邑
○
戸
の
ご
○
ご
因
皀
円
。
ご
Ｐ
》
」
ロ
ロ
ロ
門
口
ｍ
○
ず
の
冒
宮
烏
』
円
の
の
局
の
念
の
①
プ
ョ
ロ
の
、
○
す
」
屋
、
》
二
「
の
局
」
の
］
○
ず
［
す
宮
の
ご

ロ
ケ
の
局
、
の
」
の
、
の
ご
｛
｝
」
○
ケ
の
ロ
ロ
の
門
の
シ
｛
】
｛
（
の
】
」
宮
口
、
の
ロ
、
○
ず
）
○
戸
の
ロ
・

甸
曰
の
ロ
ロ
Ｓ
】
○
ヶ
の
ロ
○
円
ロ
、
夛
円

回
・
』
巨
口
【
の
円
．

こ
れ
に
よ
る
と
、
ユ
ン
ケ
ル
は
一

る
予
定
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

は
惜
し
ま
れ
る
。
な
お
、
第
五
回
（
大
正
十
四
年
十
月
号
）
に
は
『
独
逸
語
学
雑
誌
』
主
幹
の
谷
口
秀
太
郎
に
宛
て
た
次
の
よ
う
な
書
簡

が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
ヨ
ン
ヶ
ル
先
生
の
興
味
あ
る
道
中
記
は
続
々
到
着
し
て
居
り
ま
す
。
尚
ほ
左
記
は
本
紙
主
幹
に
宛
て

た
書
信
で
あ
り
ま
す
が
皆
様
に
も
関
係
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
言
伝
て
代
わ
り
に
そ
の
ま
＆
再
録
し
ま
す
」
と
附
記
が
あ
る
。

ユ
ン
ヶ
ル
は
ア
ン
ト
ヴ
ェ
ル
ペ
ン
の
次
に
は
ハ
ン
ブ
ル
ク
に
向
か
い
、
そ
こ
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
第
一
印
象
を
伝
え
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明
治
元
年
榎
本
武
場
の
指
揮
す
る
「
ミ
カ
ホ
丸
」
が
品
川
か
ら
北
海
道
に
向
か
う
途
中
、
犬
吠
崎
沖
で
嵐
に
遭
い
、
積
ん
で
い
た
大
量
の

黄
金
も
ろ
と
も
沈
没
し
た
。
最
近
に
な
っ
て
そ
れ
を
引
き
揚
げ
る
話
が
持
ち
上
が
り
、
引
き
揚
げ
の
権
利
や
潜
水
夫
の
募
集
、
海
中
の
黄

金
の
価
値
な
ど
を
巡
っ
て
新
聞
紙
上
で
報
じ
ら
れ
た
の
を
材
料
に
し
て
い
る
。
読
者
の
興
味
を
惹
き
そ
う
な
記
事
を
取
り
上
げ
、
独
訳
し

て
語
学
の
勉
強
に
役
立
て
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
当
時
最
も
充
実
し
た
『
独
逸
語
』
『
独
逸
語
学
雑
誌
』
の
二
誌
に
お
い
て
盛
ん
に
活
躍
し
た
こ
と
は
彼
の
大
き
な
功
績

と
い
っ
て
よ
い
。

大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
十
月
、
有
朋
堂
よ
り
エ
ミ
ー
ル
・
ユ
ン
ヶ
ル
、
権
田
保
之
助
共
編
『
袖
珍
和
独
辞
典
』
（
Ｋ
・
す
。
□
・
の
孟
冨
己
の
＆
Ⅱ

Ｃ
の
三
ｍ
ｇ
の
ｍ
Ｂ
Ｐ
ｍ
ｓ
の
ロ
ミ
ヮ
ュ
臼
言
。
す
ぐ
○
口
田
・
○
・
己
ロ
ニ
ョ
の
同
国
の
三
房
の
弓
・
己
国
・
自
冒
戸
田
）
が
出
た
。
本
文
八
百
二
十
五
頁
、
定
価
一

円
五
十
銭
。
附
録
に
強
変
化
及
び
不
規
則
変
化
動
詞
表
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
同
年
十
一
月
に
同
じ
版
元
か
ら
出
版
さ
れ
た
三
浦

吉
兵
衛
・
権
田
保
之
助
共
編
『
袖
珍
独
和
辞
典
』
（
呂
昌
・
』
・
ｍ
Ｃ
の
三
ｍ
・
吉
Ⅱ
］
Ｐ
冨
已
の
＆
の
の
弓
四
ｍ
ｇ
の
ロ
ョ
◎
耳
の
閂
冒
＆
）
と
対
を
な
す
辞
典

で
え
あ
っ
た
。
共
に
携
帯
の
便
の
た
め
に
ポ
ケ
ッ
ト
版
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
割
に
は
語
彙
が
豊
富
な
点
が
高
校
生
を
中
心
に
喜
ば
れ

た
ら
し
く
多
く
の
版
を
重
ね
た
。
権
田
は
「
序
」
の
冒
頭
で
こ
う
述
べ
て
い
る
。

「
欧
州
の
大
戦
勃
発
し
て
、
独
逸
帝
国
を
我
が
敵
国
と
し
て
戦
ふ
こ
と
ｈ
な
っ
た
年
の
蟇
、
稿
を
起
し
た
本
書
は
、
世
態
人
事
の
目
ま

ぐ
る
し
い
変
転
の
渦
の
外
に
超
然
と
し
て
、
一
人
の
独
逸
人
と
一
人
の
日
本
の
学
究
と
の
間
に
物
静
か
に
其
の
仕
事
が
続
け
ら
れ
て
来
た
。

斯
く
て
戦
局
幾
変
遷
、
終
に
栄
冠
が
聯
合
国
民
の
上
に
加
へ
ら
れ
て
、
花
の
巴
里
は
、
今
、
世
界
改
造
の
企
に
忙
し
い
真
最
中
、
我
々
の

斯
く
て
戦
局
幾
変
遷
、
終
に
栄
冠
が
聯
合

仕
事
は
始
め
て
終
を
告
げ
た
の
で
あ
る
。
」

そ
し
て
権
田
は
語
を
つ
い
で
辞
書
編
纂
に
際
し
ユ
ン
ヶ
ル
の
功
に
大
な
る
こ
と
を
力
説
し
て
い
る
。
「
本
書
の
稿
は
始
め
私
の
手
に
成

『
袖
珍
和
独
辞
典
』
の
編
纂
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っ
た
の
で
あ
る
が
、
ユ
ン
ヶ
ル
氏
は
其
の
原
稿
の
各
項
に
就
い
て
、
極
め
て
厳
密
な
る
点
検
を
行
は
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
種
々
の
注
文

を
提
供
さ
れ
、
色
々
の
批
評
を
加
へ
ら
れ
た
。
其
の
為
め
に
我
々
は
必
ず
毎
木
曜
日
を
相
会
し
て
、
共
同
の
仕
事
に
日
の
没
す
る
の
を
忘

あ
た

れ
た
｝
」
と
さ
へ
珍
ら
し
く
な
か
っ
た
。
而
巳
な
ら
ず
印
刷
に
方
っ
て
は
、
ユ
ン
ヶ
ル
氏
は
更
ら
に
毎
頁
煩
頃
な
る
校
正
を
ま
で
引
受
け
ら

ひ
そ

れ
、
校
正
の
厳
重
は
私
か
に
我
々
の
誇
と
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。
斯
く
の
如
く
に
し
て
本
書
は
“
巨
三
の
門
田
の
三
］
、
の
「
・
自
国
・
苣
二
の
Ｈ
雪
》

と
冠
し
ゐ
る
も
、
実
は
当
に
劃
く
○
口
国
・
』
目
【
の
門
口
己
呂
・
Ｏ
ｏ
ｐ
ｇ
葛
と
な
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
我
々
一
一
人
の
『
共
編
』
と
な
し
た
る
も
、

決
し
て
名
の
み
の
夫
れ
に
非
ざ
る
こ
と
を
諒
解
し
て
欲
し
い
。
」

和
独
辞
典
で
当
時
最
も
評
判
が
よ
か
っ
た
の
は
明
治
四
十
五
年
に
富
山
房
か
ら
出
た
小
田
切
良
太
郎
・
ヴ
ォ
ー
ル
フ
ァ
ー
ル
ト
共
編

『
新
訳
註
解
和
独
辞
典
』
（
ｚ
の
屋
の
の
』
ロ
宮
己
の
＆
‐
Ｃ
の
三
ｍ
ｇ
の
の
二
日
←
の
Ｈ
宮
＆
毎
局
、
○
百
｝
‐
目
」
四
四
己
、
の
ヶ
国
巨
。
す
ぐ
○
口
国
・
二
・
匡
註
冑
言
三

河
・
○
ｇ
四
国
）
〈
千
七
百
頁
〉
で
あ
り
、
大
正
十
年
当
時
既
に
一
一
十
版
を
出
し
て
い
た
。
そ
れ
に
次
い
で
普
及
し
た
の
が
こ
の
「
袖
珍

和
独
辞
典
』
で
、
筆
者
手
元
の
も
の
を
見
る
と
大
正
十
二
年
に
二
十
版
が
出
て
い
る
。
だ
が
両
者
を
較
べ
る
と
、
明
ら
か
に
前
者
が
優
れ

て
い
た
。
筆
者
の
手
元
の
も
の
は
昭
和
九
年
発
行
で
、
四
十
二
版
を
重
ね
て
い
る
事
実
を
見
て
も
そ
の
優
秀
性
が
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
。
現
在
で
も
十
分
通
用
す
る
内
容
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
『
袖
珍
和
独
辞
典
』
は
簡
便
性
と
廉
価
な
こ
と
で
勝
っ
て
い

た
位
で
、
そ
の
点
が
特
に
高
校
生
徒
に
喜
ば
れ
、
一
時
期
持
て
は
や
さ
れ
た
。

だ
が
と
に
か
く
、
ユ
ン
ヶ
ル
は
前
述
の
如
く
『
独
逸
語
』
「
独
逸
語
学
雑
誌
』
な
ど
語
学
雑
誌
に
多
数
寄
稿
し
た
が
、
図
書
で
は
共
編

で
は
あ
る
が
こ
の
和
独
辞
書
が
唯
一
で
あ
り
、
一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
。

友
人
の
ブ
ル
ノ
・
ペ
ッ
ッ
ォ
ー
ル
ド
は
前
記
ヨ
ン
ヶ
ル
先
生
を
悼
む
」
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
エ
ミ
ー
ル
・
ユ
ン
ヶ
ル
氏
は
心
身
共
に
教
師
で
あ
っ
た
。
教
え
る
こ
と
、
子
弟
を
指
導
し
っ
凶
自
ら
教
育
家
た
ら
ん
と
す
る
こ
と
は
、

人
と
な
り
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「
彼
は
少
し
も
休
ま
な
か
っ
た
。
彼
は
自
分
自
身
の
為
の
時
間
を
持
た
な
か
っ
た
が
、
他
人
の
為
に
は
常
に
持
っ
て
ゐ
て
、
何
時
も
援

助
を
吝
ま
な
か
っ
た
。
彼
は
誰
れ
で
も
、
彼
の
処
へ
願
ひ
事
を
持
っ
て
来
た
も
の
を
拒
ま
な
か
っ
た
。
ま
た
友
人
が
瞑
目
し
た
時
に
は
、

ユ
ン
ヶ
ル
氏
は
何
時
も
相
談
相
手
と
し
て
、
財
産
管
理
人
と
し
て
遺
族
の
力
と
な
る
こ
と
を
怠
ら
な
か
っ
た
。
多
く
の
家
庭
に
と
っ
て
、

彼
は
斯
や
う
に
し
て
忠
実
な
、
世
に
知
ら
れ
ず
に
善
事
を
行
っ
た
エ
ッ
カ
ル
ト
で
あ
っ
た
。

か
れ
は
人
生
を
、
実
際
的
の
方
面
か
ら
解
釈
し
て
ゐ
た
。
総
て
の
空
虚
な
夢
想
を
嫌
っ
て
、
彼
は
直
接
有
益
な
も
の
が
最
も
重
要
な
も

の
だ
と
認
め
て
ゐ
た
。
毎
日
毎
時
、
彼
に
課
せ
ら
れ
た
義
務
を
忠
実
に
果
た
す
こ
と
が
彼
に
と
っ
て
最
高
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
ま

び
ん

た
彼
は
、
他
の
人
々
に
於
て
も
彼
自
身
に
優
れ
て
ゐ
た
徳
を
、
即
ち
、
罷
勉
、
堅
実
、
自
主
を
尊
重
し
た
。
」

生
徒
た
ち
の
思
い
出
を
記
そ
う
。
ヨ
ン
ヶ
ル
先
生
は
長
年
月
日
本
に
在
留
し
、
独
協
で
も
永
い
間
ド
イ
ツ
語
を
教
え
ら
れ
、
面
白
い

先
生
だ
っ
た
。
卒
業
式
に
述
べ
る
答
辞
の
原
稿
を
直
し
て
貰
う
た
め
、
先
生
の
お
宅
、
麻
布
市
兵
工
町
に
訪
れ
ご
馳
走
に
な
っ
た
こ
と
が

あ
甑
苣
（
大
正
四
年
、
磯
田
仙
三
郎
）
「
先
生
の
授
業
は
独
乙
語
会
話
で
あ
っ
た
。
参
考
書
と
し
て
独
乙
か
ら
来
た
教
科
書
を
用
い
て
た
・

黒
板
に
春
夏
秋
冬
の
画
を
か
け
て
、
い
ろ
い
ろ
と
会
話
の
練
習
を
す
る
。
黒
板
に
は
会
話
の
方
法
や
文
法
の
説
明
を
す
る
た
め
沢
山
に
板

書
さ
れ
た
。
先
生
の
熱
心
に
対
し
て
時
間
中
生
徒
に
は
頗
る
不
面
目
な
も
の
が
い
た
。
そ
れ
を
先
生
は
、
遺
憾
に
思
わ
れ
て
屡
々
涙
を
浮

か
べ
て
勉
強
す
る
よ
う
に
励
ま
さ
れ
た
。
一
部
の
生
徒
は
先
生
の
意
志
に
反
対
の
行
動
を
し
て
授
業
の
邪
魔
を
し
た
。
（
中
略
）
あ
の
善

良
な
ユ
ン
ヶ
ル
先
生
を
な
ぜ
生
徒
は
い
じ
め
た
の
だ
ろ
う
。
先
生
は
温
厚
で
親
切
な
人
で
あ
っ
た
。
私
は
先
生
が
非
常
に
親
切
な
仁
で
あ

る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
ろ
に
学
校
で
教
科
書
に
使
っ
て
い
た
、
独
乙
語
の
本
が
独
乙
か
ら
来
な
く
な
っ
て
、
私
は
そ
れ
を
入
手

で
き
な
い
で
困
っ
て
い
た
と
き
、
先
生
は
本
郷
あ
た
り
の
古
本
屋
で
か
ら
買
い
求
め
て
、
私
に
持
っ
て
き
て
下
さ
っ
た
。
代
金
は
ど
う
し

彼
の
心
か
ら
の
要
求
で
あ
っ
た
。
私
が
嘗
て
彼
に
、
若
し
彼
が
日
本
に
於
け
る
教
職
を
辞
し
た
場
合
に
、
何
を
一
番
や
り
度
い
と
恩
ふ
か

と
尋
ね
た
時
、
彼
は
然
る
時
は
も
う
一
度
独
逸
の
故
郷
で
、
全
然
自
分
の
考
へ
通
り
に
教
師
と
し
て
働
く
の
が
彼
の
衷
心
か
ら
の
願
望
で

あ
る
と
私
に
云
っ
た
。
心
底
か
ら
職
務
に
尽
痒
し
て
ゐ
る
天
性
の
教
育
家
の
み
が
、
斯
く
云
ふ
こ
と
が
出
来
る
。
」

あ
る
と
私
に
云
っ
た
。
心
底
か
ら
職
務
に
尽
匡

ペ
ッ
ッ
ォ
ー
ル
ド
は
こ
う
も
述
べ
て
い
る
。
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｜
高
で
の
彼
の
授
業
は
か
な
り
厳
し
い
も
の
で
あ
り
、
授
業
方
法
と
し
て
は
暗
記
を
重
視
し
た
。
こ
れ
は
当
時
学
生
の
間
で
「
ユ
ン
ヶ

ル
の
法
則
」
（
盲
員
の
厨
○
の
ｍ
の
言
）
と
呼
ば
れ
た
。

ご
シ
］
］
の
ｍ
ｍ
Ｓ
Ｈ
の
○
ケ
の
ご
］
閂
口
の
口
」
、
一
四
臣
切
言
の
ロ
Ｓ
ｍ
」
の
［
ロ
の
ロ
．
ご
く
の
局
の
○
ず
口
の
］
」
の
旨
の
函
巨
←
の
【
の
ロ
ロ
計
已
の
」
の
円
二
の
巨
言
の
○
ヶ
の
ロ
の
己
同
ロ
の
面
の
の
旦
四
二
ｍ
の
ご

言
】
］
］
》
」
の
Ｈ
」
の
門
口
の
］
の
』
の
ロ
ｓ
ｐ
ｍ
の
旨
の
の
曰
＆
（
。
」
の
円
の
旨
宍
巨
目
の
の
勺
『
○
の
四
ｍ
三
○
丙
口
巨
の
量
「
の
ご
日
中
ロ
ロ
」
】
日
日
の
円
一
己
の
』
の
局
彦
。
』
の
。
Ｐ
切

言
雪
雲
］
三
…
二
・
畳
・
］
三
二
］
ｇ
冨
言
・
」
：
三
の
三
富
畠
鼬
…
、

先
生
は
麻
布
に
住
ん
で
い
た
の
で
赤
坂
見
附
で
電
車
を
乗
り
換
え
ら
れ
て
一
処
の
電
車
に
乗
り
合
わ
せ
る
こ
と
が
度
々
あ
っ
た
。
電
車

の
座
席
に
か
け
て
黒
い
鞄
か
ら
生
徒
に
出
し
た
宿
題
を
取
り
だ
し
て
採
点
さ
れ
て
い
畑
凸
（
大
正
八
年
、
北
浜
章
）

（
ｕ
）

右
は
独
協
生
の
場
合
で
あ
る
が
、
明
治
四
十
三
年
一
高
文
科
卒
の
山
田
幸
三
郎
の
「
向
陵
生
活
の
思
出
」
（
シ
自
の
目
の
】
ロ
の
目
○
旨
白
目
の
〕
‐

ｐ
の
←
の
己
の
す
の
ロ
）
に
は
次
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
語
ら
れ
て
い
る
。
「
ユ
ン
ヶ
ル
教
授
の
会
話
は
学
年
の
始
こ
そ
、
》
ｂ
昌
邑
四
目
ロ
９
－
》
》

な
ど
と
賛
辞
を
禿
ふ
し
た
が
沈
黙
の
す
き
な
予
は
忽
ち
に
し
て
そ
の
寵
を
失
し
て
し
ま
っ
た
、
学
年
の
終
り
に
は
予
の
姓
名
さ
へ
も
記
憶

に
在
る
や
否
や
怪
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
」
「
学
年
末
に
尾
久
村
で
荒
川
に
舟
を
浮
か
べ
て
謝
恩
会
を
開
い
た
時
に
ユ
ン
ヶ
ル
教
授
が
上
機

嫌
で
三
二
の
回
し
て
居
ら
れ
る
の
と
、
平
素
余
り
に
沈
黙
勝
ち
な
為
に
同
教
授
に
呆
れ
ら
れ
て
居
る
学
友
某
が
無
言
で
沈
鯵
な
顔
を
し
て

盛
に
飲
ん
で
居
る
の
を
見
て
、
何
だ
か
対
照
（
【
・
日
日
、
計
）
が
面
白
い
と
予
は
思
っ
た
。
則
ち
椰
楡
一
番
、
③
国
の
口
』
巨
弓
の
Ｈ
－
ご
と
呼
び

か
け
た
ら
一
同
が
少
し
静
ま
っ
た
。
予
は
葛
自
国
二
の
ロ
、
】
の
昌
孟
の
月
ロ
メ
一
葛
（
Ｘ
君
と
共
に
飲
ん
で
下
さ
い
と
の
意
味
を
言
っ
た
つ
も

り
）
。
一
同
は
皆
笑
っ
た
。
Ｉ
ｌ
子
が
一
高
在
学
中
の
独
逸
語
生
活
は
之
を
以
て
大
詰
め
と
し
て
終
わ
り
を
告
げ
た
。
」

（
中
略
）

て
も
取
ら
な
い
で
私
に
勉
強
せ
よ
と
い
っ
て
与
え
て
下
さ
っ
た
。
こ
ん
な
親
切
な
先
生
が
あ
ろ
う
か
。
私
は
ほ
ん
と
う
に
感
激
し
た
。

教
授
法
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こ
の
よ
う
に
す
べ
て
の
語
学
の
勉
強
は
暗
記
に
始
ま
る
と
い
う
の
が
彼
の
意
見
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
毎
時
館
の
初
め
に
は
誰
か
が

当
て
ら
れ
、
前
の
時
間
に
習
っ
た
文
章
の
暗
請
を
や
ら
さ
れ
た
。
そ
し
て
時
々
は
「
ユ
ン
ヶ
ル
の
法
則
」
の
暗
調
も
や
ら
さ
れ
た
。
だ
が

毎
時
館
の
こ
と
な
の
で
い
つ
も
皆
が
十
分
準
備
が
出
来
て
い
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
。
学
生
た
ち
は
そ
れ
で
も
ユ
ン
ヶ
ル
の
真
情
の
あ
ふ
れ

る
熱
心
さ
に
は
心
を
打
た
れ
て
い
た
の
で
怠
け
て
は
申
し
訳
な
い
と
い
う
気
持
ち
は
持
っ
て
い
た
。
暗
記
を
重
ん
じ
る
教
授
法
は
当
時
も

現
在
も
行
わ
れ
て
い
て
決
し
て
珍
し
い
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
れ
を
「
ユ
ン
ヶ
ル
の
法
則
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
徹
底
し
て
行
っ
た
点
は

注
目
さ
れ
る
。
理
屈
で
は
分
か
っ
て
い
て
も
徹
底
さ
せ
る
の
は
根
気
が
要
り
、
長
続
き
し
な
い
の
が
実
態
だ
か
ら
だ
。

前
尾
繁
三
郎
は
「
私
の
履
歴
者
」
の
中
で
一
高
時
代
の
ド
イ
ツ
語
教
師
ぶ
り
に
つ
い
て
興
味
深
く
回
想
し
て
い
る
が
岩
元
禎
、
菅
虎
雄

に
続
い
て
ユ
ン
ヶ
ル
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「
そ
れ
に
も
劣
ら
ず
感
銘
を
受
け
た
の
は
、
ド
イ
ツ
人
の
ド
イ
ツ
語
の
教
師
ユ
ン
ヶ
ル
先
生
で
あ
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
ド
イ
ツ
第
一
次
大

戦
後
の
悪
性
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
さ
中
に
あ
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
が
イ
ヒ
・
カ
ン
。
一
一
ヒ
ト
（
私
は
で
き
ま
せ
ん
）
」
と
答
え
る
と
『
ド

イ
ツ
の
学
生
は
今
飢
え
と
寒
さ
と
戦
い
な
が
ら
勉
強
し
て
い
る
の
に
、
日
本
の
学
生
は
ど
う
し
た
こ
と
だ
』
と
や
か
ん
頭
に
湯
気
を
立
て

て
憤
慨
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
目
に
は
涙
さ
え
浮
か
べ
て
お
ら
れ
る
真
心
に
は
打
た
れ
ざ
る
得
な
か
つ
妬
と

嘉
治
真
一
一
一
（
大
正
十
五
年
・
文
乙
）
の
「
ユ
ン
ヶ
ル
、
ペ
ッ
オ
ル
ド
両
先
生
」
（
「
向
陵
・
一
高
百
年
記
念
』
）
と
い
う
文
章
に
よ
る
と
、

ユ
ン
ヶ
ル
は
決
し
て
休
講
が
な
く
、
野
球
や
ポ
ー
ト
の
試
合
が
あ
る
の
で
休
ん
で
く
れ
る
よ
う
に
頼
ん
で
も
決
し
て
休
講
に
し
な
か
っ
た
。

試
合
に
ゆ
く
も
の
は
欠
席
に
な
る
覚
悟
で
行
く
他
は
な
か
っ
た
。
そ
う
い
う
ふ
う
に
全
員
が
欠
席
し
た
時
、
ユ
ン
ヶ
ル
は
時
間
に
な
る
と

誰
も
い
な
い
教
室
に
来
て
教
壇
に
上
が
り
、
出
席
簿
を
開
い
て
出
欠
を
つ
け
、
教
員
室
へ
戻
っ
て
い
っ
た
が
、
ド
イ
ツ
人
ら
し
い
律
儀
さ

に
感
心
し
た
と
い
う
。
さ
ら
に
嘉
治
に
よ
る
と
、
ユ
ン
ヶ
ル
の
黒
板
の
ド
イ
ツ
語
が
習
字
の
手
本
の
よ
う
に
几
帳
面
で
き
れ
い
な
字
で
、

菅
虎
雄
も
激
賞
し
た
こ
と
、
英
語
と
独
語
の
類
似
性
を
基
礎
に
し
て
教
え
よ
う
と
し
た
が
学
生
の
英
語
力
が
十
分
で
な
く
中
止
に
な
っ
た

こ
と
、
ユ
ン
ヶ
ル
は
ザ
ク
セ
ン
出
身
で
い
わ
ゆ
る
四
・
・
三
の
言
の
○
戸
こ
れ
に
対
し
ペ
ッ
オ
ル
ド
は
二
の
」
の
ａ
の
三
ｍ
＆
》
学
生
た
ち
は
前
者

の
時
間
で
は
弓
司
を
デ
ル
と
発
音
し
、
後
者
で
は
デ
ア
と
発
音
を
使
い
分
け
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
苦
労
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
。
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大
正
十
三
年
（
天
一
一
四
）
＋
｜
月
、
『
独
逸
語
学
雑
誌
』
の
姉
妹
誌
と
し
て
日
独
書
院
か
ら
時
文
研
究
雑
誌
と
銘
打
ち
、
谷
口
秀
太
郎
主

幹
『
小
独
逸
新
聞
』
（
【
｝
の
旨
の
河
口
己
の
呂
自
）
が
創
刊
さ
れ
た
。
時
事
ド
イ
ツ
語
の
専
門
雑
誌
と
し
て
は
我
が
国
最
初
で
あ
っ
た
。
ユ
ン

ヶ
ル
は
創
刊
号
に
祝
辞
を
寄
せ
て
い
る
。

彼
は
熱
心
な
独
語
教
師
で
あ
っ
て
も
日
本
学
者
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
方
面
の
研
究
は
発
表
は
し
な
か
っ
た
が
、
Ｏ
Ａ
Ｇ
す
な
わ

ち
「
ド
イ
ツ
東
ア
ジ
ア
自
然
・
民
族
学
協
会
（
Ｃ
の
三
ｍ
ｇ
の
○
の
ｍ
の
］
」
の
。
言
｛
←
帛
胃
ｚ
巳
自
‐
巨
己
く
。
｝
戸
の
自
己
の
○
ｍ
ｇ
の
】
の
ど
の
）
の
会
員
に

は
早
く
明
治
二
十
年
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
地
方
に
い
た
時
は
ま
だ
目
立
っ
た
活
躍
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
東
京
へ
移
っ
て
か
ら
活

発
と
な
り
、
『
・
厨
ｇ
己
の
呂
狩
］
］
の
』
（
役
員
）
と
し
て
長
年
、
司
書
や
副
会
長
を
務
め
る
な
ど
、
協
会
の
運
営
面
に
お
い
て
多
大
の
功
績

を
残
し
、
名
誉
会
員
に
選
ば
れ
た
。
ク
ル
ト
・
マ
イ
ス
ナ
ー
（
【
ロ
二
三
の
］
切
目
の
Ｈ
）
は
「
日
本
に
お
け
る
ド
イ
ツ
人
』
ｅ
の
二
ｍ
ｇ
の
ご
」
四

宮
Ｐ
二
三
）
に
お
い
て
「
ユ
ン
ヶ
ル
氏
は
長
年
東
亜
協
会
の
役
員
を
務
め
、
特
に
価
値
あ
る
図
書
室
の
管
理
と
再
編
に
よ
っ
て
Ｏ
Ａ
Ｇ

の
た
め
に
多
大
の
貢
献
を
な
し
た
。
」
（
同
書
六
十
六
頁
）
と
書
い
て
い
る
。
思
う
に
、
ユ
ン
ヶ
ル
の
生
来
の
真
面
目
さ
と
几
帳
面
な
性
格

に
加
え
、
他
人
の
た
め
に
働
く
こ
と
を
厭
わ
な
か
っ
た
こ
と
が
そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
ユ
ン
ヶ
ル
は
声
が
よ
く
授
業
で
も
頼
ま
れ
る
と
歌
っ
た
が
、
あ
る
時
弓
国
三
の
国
の
旨
皀
ゴ
と
い
う
歌
っ
た
時
は
、
段
々
に
興
奮

し
て
最
後
に
は
目
に
涙
を
浮
か
べ
て
、
故
国
を
遠
く
離
れ
て
い
る
彼
の
身
の
上
を
思
っ
て
学
生
た
ち
は
感
傷
的
に
な
っ
た
と
い
う
。

晩
年
及
び
死

Ｏ
Ａ
Ｇ
に
お
け
る
貢
献
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Ｓ
】
の
ず
日
出
の
弓
甸
司
○
虎
の
ｍ
ｍ
ｏ
Ｈ
Ｓ
Ｐ
日
、
巨
○
嵐
一

国
ロ
日
の
円
の
←
の
ご
因
円
、
。
古
の
旨
の
ロ
ニ
の
円
【
」
の
旨
の
ご
両
ロ
ロ
９
ｍ
○
ケ
口
巨
ど
の
ユ
四
ロ
ケ
の
】
○
ケ
目
］
Ｈ
」
の
曰
旨
二
ｍ
の
ロ
ロ
ロ
←
の
Ｈ
ｐ
の
言
ロ
の
ロ
日
の
旨
の
彦
の
目
］
】
○
ケ
‐

〕
・

の
←
の
ご
○
］
ご
○
岸
葛
ご
ロ
の
Ｃ
す
の
【
己
｛
口
巨
、
」
の
ロ
ニ
ニ
の
、
ロ
ロ
、
の
ケ
の
ロ
・
閂
○
ケ
可
○
庫
の
》
二
四
西
巨
ど
の
の
円
の
の
○
ず
ロ
］
の
局
＆
の
宮
の
門
』
宮
同
○
ず
、
の
す
○
ず
の
ロ
の
急
の
】
計
の
円
の

○
の
｝
の
、
の
口
彦
の
罫
》
の
】
○
す
旨
Ｐ
『
の
『
の
（
の
面
の
ロ
ロ
ロ
ニ
旨
二
の
曰
○
の
す
円
凹
巨
○
ず
の
ｇ
の
Ｈ
ｇ
の
巨
庁
、
○
ケ
の
ど
の
己
閂
四
○
ケ
の
Ｐ
ご
画
の
】
言
、
の
曰
四
つ
の
ご
巴
の
ｍ
の
の
（
○
庫
ロ
ロ
の

ｇ
の
日
曰
の
す
の
ご
」
の
円
○
の
、
の
ご
ミ
ロ
ユ
Ｎ
ロ
ニ
ケ
の
Ｐ
］
曰
日
の
円
曰
の
声
同
す
の
ご
巨
百
の
己
三
の
Ｈ
ｇ
の
ご
・
シ
ロ
、
の
円
」
の
曰
、
の
三
国
亘
註
の
ｐ
ｍ
ｓ
ｄ
洋
已
の
ロ
→
の
○
ず
」
の
円

げ
の
、
の
ず
園
○
す
の
司
巨
ご
」
庁
］
ゆ
め
巴
の
○
ケ
の
口
曰
の
メ
ー
ロ
屋
の
、
ロ
ケ
の
】
の
（
の
の
四
口
○
す
一
コ
○
ヶ
は
、
）
＆
①
の
ご
門
口
○
ヶ
の
」
の
、
一
四
ｍ
］
】
○
ケ
の
口
こ
の
弓
云
の
夛
司
の
ご
す
の
『
＆
の

○
の
囚
の
ロ
、
計
画
ご
」
の
》
＆
の
、
の
円
ロ
」
の
】
白
一
三
】
耳
の
」
□
巨
口
丙
庁
」
の
の
巴
」
、
の
白
の
］
ロ
の
ロ
ヨ
（
閂
の
の
め
の
め
の
（
の
す
の
ロ
（
】
○
ず
ロ
】
の
旨
の
の
①
］
す
の
ず
ぐ
の
『
、
（
四
巨
皀
」
】
○
ケ
己
。
す
ず

ｇ
Ｐ
ｍ
の
三
国
、
の
口
ご
」
ご
ぬ
ゅ
目
は
、
の
己
。
」
］
←
】
の
＆
の
田
］
の
」
ご
一
）
》
丙
の
ロ
ロ
の
ロ
田
巨
」
の
Ｈ
ど
の
ロ
・
シ
ケ
の
円
の
】
ロ
【
］
ロ
○
ケ
は
、
①
の
ロ
ケ
の
Ｈ
ご
】
ｏ
丙
の
ロ
ユ
の
の
囚
の
す
○
ず
の
ロ
の
二

ｍ
←
○
庫
の
、
、
の
ｐ
ご
ｍ
一
己
○
ケ
（
。
ご
く
○
『
』
の
ご
国
民
。
｝
囚
ケ
ロ
ケ
の
ロ
ｓ
の
○
○
ヰ
の
『
ｇ
の
国
の
○
ヨ
ニ
の
】
、
、
の
ｍ
の
←
目
》
『
Ｃ
】
の
豆
の
Ｈ
ｍ
の
、
の
す
の
ど
の
缶
巨
囚
ご
□
ず
｝

園
の
耳
囚
の
目
四
つ
の
ロ
、
←
○
庫
の
ｍ
の
○
一
］
ｅ
の
の
。
ゴ
ロ
｝
の
円
凹
ご
局
の
、
の
ご
》
シ
ケ
ロ
｝
】
○
ず
①
の
国
皀
ぐ
の
局
の
ロ
○
す
の
Ｐ
国
ご
ロ
四
○
ケ
、
←
□
す
の
円
の
の
言
巨
己
囚
の
ご
』
の
門
田
の
の
①
の
｛
口
○
戸
の

］
二
ｓ
の
ニ
ロ
ヰ
の
円
ｍ
ｂ
Ｈ
四
ｓ
の
）
亘
の
Ｈ
Ｂ
ｍ
ｏ
ｓ
の
一
回
ご
Ｐ
己
の
○
声
の
》
ロ
ロ
ロ
ご
回
す
の
門
口
口
＆
臼
の
ロ
ケ
の
円
の
の
盲
屋
ロ
、
の
ロ
口
巨
の
］
Ｐ
ｂ
口
已
の
＆
の
ご
■
の
］
言
ご
函
の
ご

Ｐ
］
の
シ
畠
巨
（
←
の
司
叡
ロ
ロ
の
ケ
『
ロ
の
ご
）
『
ご
］
の
。
曰
ｐ
ｐ
ｍ
。
］
○
ケ
の
の
Ｐ
○
ケ
の
ご
【
ロ
ロ
○
す
の
ロ
ニ
ミ
』
岸
・

閂
＆
『
巨
烏
の
ご
【
｝
の
曰
の
己
切
ロ
ロ
ニ
の
○
ケ
口
巨
ど
の
旨
坤
○
亘
】
ｇ
の
、
の
］
』
○
戸
四
口
崗
一
国
巨
・

因
』
宮
口
【
の
円

ド
イ
ツ
語
読
本
や
古
典
の
抜
粋
を
読
む
だ
け
で
な
く
、
現
代
生
活
の
ド
イ
ツ
語
、
時
事
ド
イ
ツ
語
を
読
め
る
よ
う
に
な
る
こ
と
も
大
事

な
の
で
、
こ
う
し
た
雑
誌
が
創
刊
さ
れ
た
こ
と
を
ユ
ン
ヶ
ル
は
喜
ん
で
い
る
。
だ
が
初
号
を
ざ
っ
と
見
た
と
こ
ろ
十
分
で
な
い
と
率
直
に

述
べ
て
い
る
。
神
様
は
汗
し
て
働
か
な
け
れ
ば
成
功
を
与
え
な
い
と
い
う
諺
ま
で
引
用
し
て
い
る
。
そ
し
て
雑
誌
を
読
ん
で
生
徒
は
ま
ず

時
事
的
な
記
事
を
和
訳
す
る
が
、
そ
の
こ
と
が
逆
に
日
本
の
新
聞
を
翻
訳
す
る
こ
と
に
繋
が
る
と
い
う
。
ユ
ン
ヶ
ル
は
い
つ
も
ど
う
し
た
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市
外
千
駄
谷
五
六
二
番
地
一
高
ド
イ
ツ
語
講
師
ユ
ン
ヶ
ル
氏
は
十
一
日
千
駄
谷
駅
で
狭
心
症
の
発

作
の
た
め
倒
れ
昏
睡
状
態
に
陥
り
自
宅
で
療
養
中
で
あ
っ
た
が
十
二
日
朝
死
去
し
た
。
氏
は
明
治

十
九
年
来
朝
四
高
、
神
戸
高
商
を
経
て
明
治
四
十
年
暮
一
高
の
講
師
と
な
り
以
来
二
十
年
ド
イ
ツ

協
会
学
校
、
拓
殖
大
学
等
に
も
教
べ
ん
を
取
り
前
後
四
十
年
間
わ
が
国
で
教
へ
た
わ
が
ド
イ
ツ
語

界
の
恩
人
で
、
日
本
の
医
学
博
士
の
卵
が
ド
イ
ツ
語
で
論
文
を
書
い
た
場
合
は
ほ
と
ん
ど
必
ず
氏

に
文
章
の
校
閲
を
請
ふ
た
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
。

3６



ま
た
、
ユ
ン
ヶ
ル
が
顧
問
を
務
め
、
度
々
寄
稿
し
た
『
独
逸
語
学
雑
誌
』
の
昭
和
二
年
八
月
号
掲
載
の
ヨ
ン
ヶ
ル
先
生
の
計
」
は
ユ

ン
ヶ
ル
の
日
本
の
ド
イ
ツ
語
教
育
界
に
対
す
る
功
績
と
温
情
か
つ
高
潔
な
人
柄
を
讃
え
、
そ
の
死
を
深
く
惜
し
ん
だ
。

さ
ら
に
同
じ
紙
面
に
は
妻
・
カ
タ
リ
ー
ネ
の
名
で
黒
枠
の
葬
儀
広
告
が
出
て
い
る
。

第
一
高
等
学
校
教
師
エ
ン
ン
ス
ト
、
エ
ミ
ー
ル
、
ユ
ン
ヶ
ル
儀
本
月
十
二
日
午
前
零
時
半
病
死
致
候
に
付
此
段
謹
告
仕
候

追
而
来
る
十
四
日
午
前
十
一
時
麹
町
区
平
何
町
五
丁
目
十
八
番
地
独
逸
東
亜
細
亜
協
会
に
於
て
葬
儀
相
営
可
申
侯

府
下
干
駄
ヶ
谷
五
六
二

昭
和
二
年
七
月
十
二
日
妻
カ
タ
リ
ー
ナ
・
ユ
ン
ヶ
ル

弦
に
読
者
諸
君
に
お
伝
え
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
本
誌
長
年
の
言
】
菌
『
ウ
の
耳
の
Ｈ
で
あ
っ
た
国
目
の
（
国
目
」
』
冒
云
の
『
先
生
の

計
報
で
あ
る
。
去
る
七
月
十
一
日
先
生
は
蒲
田
の
私
邸
に
微
慈
で
引
篭
ら
れ
て
ゐ
る
本
誌
主
幹
谷
口
先
生
を
見
舞
は
れ
た
帰
途
、
干

駄
ヶ
谷
で
持
病
の
狭
心
症
で
卒
倒
さ
れ
、
其
儘
昏
睡
状
態
に
陥
ら
れ
た
が
、
遂
に
翌
朝
自
宅
で
逝
去
せ
ら
れ
た
。
我
等
同
人
は
、
余

り
に
唐
突
な
不
幸
に
呆
然
と
し
て
痛
嘆
の
声
を
の
む
ば
か
り
で
あ
る
。

（
マ
マ
）

先
生
は
旧
く
、
明
治
十
九
年
来
朝
せ
ら
れ
て
以
来
、
高
等
学
校
、
専
門
学
校
或
は
独
逸
協
会
中
学
等
に
教
鞭
を
執
ら
る
る
傍
ら
、

本
誌
の
最
も
忠
実
な
る
寄
稿
者
且
、
困
昌
函
の
ワ
閂
で
あ
る
等
、
其
半
生
を
終
始
我
が
独
逸
語
界
の
為
に
尽
倖
せ
ら
れ
た
。
の
み
な
ら

ず
先
生
が
其
私
生
活
に
於
て
も
温
情
且
高
潔
な
る
人
格
の
持
主
で
あ
っ
た
事
は
主
幹
の
常
に
感
嘆
し
て
口
に
せ
ら
る
る
処
で
あ
っ
た
。

読
者
諸
君
も
定
め
し
本
誌
上
に
載
せ
ら
れ
た
先
生
の
趣
味
豊
か
な
帰
独
道
中
記
や
、
折
々
の
流
麗
平
滑
な
随
筆
や
の
記
憶
尚
新
た
な

る
も
の
が
あ
ら
う
。
本
誌
今
後
の
発
展
に
は
先
生
の
御
援
助
に
俟
っ
処
少
く
な
い
の
に
今
や
先
生
亡
し
、
鳴
呼
。
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シ
曰
一
』
・
』
口
｝
】
》
ロ
ロ
〕
＆
の
三
一
茸
の
旨
ロ
○
ケ
←
切
言
ご
」
の
旨
、
の
旨
の
目
国
ロ
ロ
の
①
旨
の
の
ロ
ニ
Ｐ
ｍ
Ｐ
旨
Ｐ
ｍ
の
国
勺
局
○
岸
．
の
の
、
○
円
因
『
ロ
の
計
固
目
】
｝
］
ｐ
ご
丙
の
『
・

□
円
く
①
厨
（
○
円
す
の
ど
の
の
一
口
二
・
】
白
｛
』
・
曰
の
ケ
の
ロ
の
）
ゆ
ず
円
の
．

ｍ
の
ｑ
ｂ
Ｈ
ｏ
虎
の
、
の
。
『
」
ご
口
丙
の
『
三
四
円
の
」
』
】
の
ｍ
の
ケ
門
す
の
戸
口
ロ
ロ
サ
の
勺
の
『
の
。
己
一
○
ケ
丙
の
］
←
】
』
四
の
Ｈ
の
○
ず
○
口
一
一
」
ロ
声
門
の
目
白
ロ
ｂ
ｍ
ｐ
Ｐ
ｐ
ｍ
ｍ
ｍ
の
］
ぬ
三
Ｐ
Ｒ
．

、
の
耳
の
プ
ョ
Ｐ
ご
」
四
ヶ
Ｈ
の
ロ
ゴ
「
Ｐ
『
の
円
げ
の
ず
Ｈ
の
『
こ
の
の
□
の
口
訂
○
ケ
目
ロ
ョ
ユ
の
『
Ｄ
Ｂ
『
○
亘
門
○
庁
○
○
口
【
【
○
旨
弓
○
戸
『
○
・
門
白
く
○
ず
。
、
の
ご
』
ゆ
づ
Ｈ
の

『
の
『
ケ
『
四
○
面
←
の
①
円
の
］
己
の
口
の
ご
一
四
声
風
、
の
ご
ｐ
Ｈ
」
□
岸
ケ
ヨ
、
の
旨
の
円
」
の
巨
芹
の
○
す
の
ご
由
の
】
日
Ｐ
（
・
ご
○
円
い
戸
」
○
口
ゆ
ず
の
ロ
ョ
ロ
○
す
計
①
ご
ｍ
］
○
百
の
曰
己
威
ご
巳
】
○
ヶ
の

の
｛
ｑ
同
巨
ご
囚
の
。
ｍ
の
旨
の
円
国
臼
呉
山
は
、
戸
の
］
←
す
の
日
の
円
戸
ケ
Ｐ
『
・
由
の
国
甸
『
○
ｍ
の
の
、
。
『
」
ロ
ロ
丙
臼
〕
の
」
○
３
ケ
①
弓
Ｐ
Ｃ
ず
ず
の
弓
の
①
旨
の
口
田
口
切
言
四
口
」
巴
の
己
Ｃ
ケ
｛

、
の
先
ロ
ゲ
ユ
］
○
ケ
口
ご
』
、
の
（
困
斤
の
ｍ
の
］
口
の
５
の
ケ
『
ず
四
は
函
屏
の
耳
ケ
］
の
ロ
ロ
Ｒ
ｐ
ｍ
の
ｍ
－
ｐ
ｐ
ｇ
の
局
の
○
【
ロ
日
の
円
鳧
の
口
の
二
口
目
「
・
」
巨
一
」
【
○
『
｛
・
目
回
国
三
厨
○
ヶ
の
口
回
す
の
曰

く
の
局
の
○
亘
］
日
ロ
］
の
耳
の
の
】
○
ケ
、
の
旨
巴
の
丘
の
ご
・
し
ロ
〕
ｚ
四
○
ケ
Ｂ
］
＃
Ｐ
、
の
ｍ
の
旨
の
の
己
。
」
の
の
（
Ｐ
、
の
め
す
の
、
座
ケ
巴
○
ず
由
の
。
』
臣
ロ
丙
の
『
困
巨
の
旨
の
『
口
目
（
」
】
１

ｓ
目
ロ
ロ
ー
の
厨
巨
○
ず
ｐ
ｐ
ｍ
旨
、
の
｛
・
ほ
皀
屍
ロ
、
‐
困
○
の
ロ
ー
巴
一
戸
ロ
ー
陣
巨
ｍ
９
の
日
出
の
］
日
ミ
の
函
の
田
口
ロ
ケ
の
、
の
旨
の
日
函
口
巨
の
①
ご
○
ど
の
］
ど
の
Ｂ
ｍ
ｏ
巨
口
、
の

函
の
←
『
○
頭
の
Ｐ
」
の
円
の
の
］
ロ
の
日
田
の
す
の
旨
ョ
の
已
囚
の
の
←
ロ
ロ
ユ
の
己
、
ご
口
庁
閂
の
旨
国
ご
」
の
Ｂ
Ｐ
Ｏ
ｓ
←
の
．
シ
ロ
］
Ｃ
○
二
国
の
円
の
冨
函
・
ユ
の
ご
哀
．
」
ロ
｝
】
烏
、
ご
」

】
曰
く
日
の
目
の
ケ
ロ
屋
の
①
』
の
Ｈ
Ｄ
の
巨
庁
の
○
ず
‐
○
の
合
口
の
田
は
、
＆
の
ご
○
の
ｍ
の
］
｝
の
○
ず
口
洋
の
旨
の
の
←
］
日
目
屋
ロ
、
の
ご
○
」
）
の
Ｂ
司
四
巨
の
匙
の
】
の
『
閉
口
Ｈ
ｇ
の
巨
面
○
○
声
、
の
‐

の
○
ず
四
百
←
の
ご
弓
○
計
の
ロ
の
一
口
茸
・
の
①
旨
の
の
計
の
円
巨
】
○
毒
の
ロ
ロ
ワ
の
ｑ
の
の
庁
の
急
巨
Ｈ
ｇ
の
ご
四
目
」
Ｐ
『
Ｐ
巨
虎
○
］
、
の
ご
ｇ
の
ロ
ブ
畠
。
ご
計
口
、
］
日
切
の
】
、
の
旨
く
］
の
」
の
円

く
臼
云
「
Ｐ
ロ
』
ず
の
ロ
巨
曰
旦
甸
『
の
巨
口
』
の
ご
口
巨
、
』
の
】
ロ
【
口
、
巨
函
四
口
。
‐
句
回
の
」
ず
。
【
旨
宍
○
ケ
の
す
①
の
（
ロ
ヰ
の
（
．

（
川
）

ユ
ン
ヶ
ル
の
死
は
『
英
語
青
年
』
（
研
究
社
）
誌
上
で
４
℃
報
じ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
翌
九
月
号
『
独
逸
語
学
雑
誌
』
に
は
独
日
両
文
に

よ
る
前
記
ペ
ッ
ッ
ォ
ー
ル
ド
の
「
ユ
ン
ヶ
ル
先
生
を
悼
む
」
の
ほ
か
に
、
「
ユ
ン
ヶ
ル
先
生
逝
去
」
（
国
の
『
『
。
勺
『
ａ
の
ｍ
の
。
Ｈ
」
目
丙
の
『
の
弓
・
ロ
）

が
掲
載
さ
れ
た
。
ユ
ン
ヶ
ル
の
死
は
『
独
逸
語
学
雑
誌
』
に
と
っ
て
大
き
な
痛
手
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
だ
Ｑ
内
容
的
に

は
死
の
前
後
を
中
心
と
し
て
述
べ
た
も
の
で
大
体
上
述
の
も
の
と
同
じ
で
あ
る
が
、
参
考
ま
で
に
独
文
の
刀
を
引
用
し
て
お
き
た
い
。

由
の
Ｈ
Ｈ
ｐ
も
Ｈ
○
庁
の
ｍ
ｏ
Ｈ
白
ロ
ロ
ロ
岸
の
Ｈ
ｍ
Ｂ
ｏ
９
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Ｕ
「
。
｛
の
⑩
の
。
「
ｍ
ヨ
ー
ー
」
こ
二
六
の
「
→
・
冒
弓
○
五
。
ご
閂
の
←
Ｐ
円
す
」
曰
」
己
】
」
・
』
・
国
の
ｑ
勺
司
○
命
の
ｍ
の
。
『
国
日
］
」
」
ロ
二
戸
の
Ｈ
〕
白
シ
一
｛
の
『
『
○
ご
宝
』
ゆ
ず
円
の
ご
・

の
①
】
（
回
ご
」
の
」
の
局
こ
の
円
』
四
ケ
円
の
三
四
Ｈ
ｇ
の
円
く
①
円
の
｛
Ｂ
ｄ
の
ロ
の
ご
ｅ
ｏ
宣
○
屋
ロ
ー
【
○
ケ
の
ロ
｝
め
げ
の
ず
［
の
円
辱
『
Ｃ
の
巨
訂
○
す
ロ
ロ
］
四
℃
ロ
己
⑪
○
ゴ
の
ロ

の
呂
已
の
ご
一
口
茸
、
》
旨
、
｝
の
】
ロ
ケ
の
『
四
ｍ
の
ご
ｍ
ｇ
ｐ
洋
二
弓
【
の
①
Ｈ
口
巨
＆
｝
山
口
西
国
の
国
の
牌
曰
【
○
局
の
四
・
ロ
ロ
Ｒ
○
ヶ
の
①
曰
の
○
口
三
目
ゴ
ロ
Ｈ
の
円
く
①
Ｈ
ｌ

ｍ
○
百
二
四
ｍ
の
『
（
目
】
（
」
の
日
国
の
円
四
屋
の
、
の
す
の
円
。
①
の
ご
」
四
つ
Ｐ
ロ
○
局
○
日
○
｝
の
ご
め
曰
の
」
の
『
ミ
の
白
、
の
ロ
国
の
耳
ロ
ロ
、
の
Ｐ
Ｓ
の
の
曰
○
ヴ
ミ
ロ
ケ
Ｈ
の
ロ
ユ
ロ
の
の

【
『
】
の
、
の
の
ご
○
ご
」
の
Ｈ
Ｐ
｝
］
、
の
曰
の
］
ロ
の
口
困
の
言
の
、
の
、
の
ご
□
四
ｍ
□
の
巨
（
の
○
ず
（
日
ロ
〔
の
目
亘
の
」
｛
の
ロ
・
因
冒
三
の
こ
の
○
ゴ
の
ご
Ｐ
｝
計
の
『
三
二
已
巨
目
す
ぎ
ロ
ー
閂

旨
］
Ｐ
ｂ
Ｐ
口
怜
宮
門
＆
の
『
の
Ｈ
ず
Ｈ
の
詳
巨
ｐ
ｍ
Ｑ
の
口
百
○
ヶ
の
Ｈ
ｍ
ｂ
Ｈ
Ｐ
○
す
の
口
ご
』
尿
已
什
巨
目
、
の
口
円
ケ
の
耳
の
一
口
ご
」
＆
の
の
四
四
一
》
臼
の
①
『
、
①
の
可
の
ご
ず
）
ず
、
（
［
の
］
‐

○
ヶ
の
句
『
ロ
○
す
｛
の
、
の
宮
口
、
の
ロ
・
□
】
の
三
の
ユ
の
○
ケ
座
訂
二
口
、
）
」
の
円
の
ロ
の
『
の
円
守
の
ロ
←
の
）
暦
ご
」
Ｐ
巨
○
ケ
ユ
ロ
弓
旨
昏
閂
の
ロ
シ
ロ
の
９
局
巨
○
声
》
ｇ
Ｐ
ｍ
ｓ
の
Ｃ
の
ロ
←
の
○
す
の

○
の
ｍ
の
｝
］
の
○
ゴ
ロ
津
ｍ
ｐ
Ｈ
ｚ
口
什
巨
司
１
口
ご
□
ぐ
。
」
丙
の
門
戸
屋
ご
」
の
○
の
一
ｍ
の
】
の
ロ
の
》
□
の
旨
の
ご
」
巴
】
四
四
ケ
弓
狩
の
局
』
・
く
○
円
の
ぱ
い
の
ご
』
の
『
臼
ミ
ロ
円
》
ご
口
国
冒
ロ
ロ
ラ
Ｈ
の
ニ
ー

日
詳
、
｝
】
の
。
①
Ｈ
ｐ
の
ご
□
ず
の
・
の
①
ヨ
シ
ロ
」
の
ロ
戸
の
ロ
ー
己
『
ニ
ケ
の
】
、
の
巨
富
＆
の
ご
巨
己
ｑ
」
Ｐ
己
ロ
ロ
の
門
口
命
○
ユ
」
の
ケ
の
Ｐ

一
方
、
『
○
の
邑
四
は
①
＆
の
切
巨
三
ｍ
・
宮
口
』
誌
第
九
号
（
一
九
一
－
せ
）
に
は
ユ
ン
ヶ
ル
の
生
涯
と
功
績
に
視
点
を
置
い
た
追
悼
記
事
が
載
っ
た
。

伝
記
的
に
は
朝
鮮
で
も
独
語
教
師
と
し
て
働
い
た
こ
と
が
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
の
が
注
意
を
引
く
。

七
月
十
四
日
独
亜
協
会
（
Ｏ
Ａ
Ｇ
）
の
会
堂
で
葬
儀
が
し
め
や
か
に
執
行
さ
れ
た
。
遺
骸
は
数
日
後
、
親
戚
知
己
に
伴
わ
れ
神
戸
の
春

日
野
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
た
。
し
か
し
現
在
こ
の
春
日
野
墓
地
は
存
在
せ
ず
、
従
っ
て
ユ
ン
ケ
ル
の
墓
所
も
不
明
で
あ
紙
←

／■､

１

￣注

草
鹿
丁
卯
次
郎
（
一
△
〈
七
～
一
九
一
一
一
一
）
石
川
県
人
。
旧
東
京
外
国
語
学
校
独
語
科
に
学
び
、
一
へ
公
年
（
明
治
二
十
）
ド
イ
ツ

留
学
、
イ
ェ
ー
ナ
及
び
ラ
イ
プ
ッ
ィ
ヒ
大
で
一
一
一
年
間
法
律
を
修
め
た
。
一
分
つ
年
イ
ェ
ー
ナ
大
学
よ
り
ド
ク
ト
ル
・
フ
ィ

ロ
ソ
フ
ィ
ェ
の
学
位
を
受
け
た
。
翌
年
帰
国
後
、
山
口
高
等
学
校
、
金
沢
の
四
高
の
独
語
教
授
を
歴
任
。
の
ち
実
業
界
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（
坊
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
い
）

（
、
）

（
血
）

（
⑬
）

（
ｕ
）

（
５
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

金
谷
館
明
治
二
十
一
年
建
設
の
金
沢
市
唯
一
の
公
的
社
交
場
。
鹿
鳴
館
を
模
し
た
も
の
と
さ
れ
た
。

梅
渓
昇
編
「
明
治
期
外
国
人
叙
勲
史
料
集
成
」
第
四
巻
、
二
百
四
十
六
頁
。

大
正
四
年
十
月
号
『
独
逸
語
』
の
「
独
逸
語
学
界
消
息
」

磯
田
仙
三
郎
「
中
学
時
代
の
回
想
」
弓
独
協
百
年
』
第
一
号
）
四
十
五
頁
。

北
浜
章
「
中
学
時
代
の
想
い
出
」
（
『
独
協
百
年
』
第
一
号
）
七
十
二
’
七
十
三
頁
。

大
正
二
年
九
月
号
『
独
逸
語
学
雑
誌
』

嘉
治
真
三
「
ユ
ン
ヶ
ル
、
ペ
ッ
オ
ル
ド
両
先
生
」
（
『
向
陵
・
一
高
百
年
記
念
』
、
昭
和
四
十
九
年
）
百
九
十
六
頁
。

日
本
経
済
新
聞
社
編
『
私
の
履
歴
書
』
第
五
十
集
。
百
七
十
二
頁
。

『
英
語
青
年
」
第
五
十
七
巻
十
号
（
昭
和
二
年
）
。
ち
な
み
に
、
『
来
日
西
洋
人
名
辞
典
』
（
日
外
ア
ソ
シ
ェ
ー
ッ
）
の

当
該
項
目
は
こ
れ
に
依
っ
て
い
る
。

春
野
日
墓
地
は
昭
和
二
十
六
年
頃
ま
で
外
国
人
墓
地
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
三
十
六
年
に
小
野
浜
墓
地
と

学
校
で
教
え
た
。

に
転
じ
住
友
倉
庫
支
配
人
、
住
友
合
資
会
社
社
長
の
地
位
に
就
い
た
。
独
語
会
話
書
の
編
著
の
ほ
か
、
日
本
に
お
け
る

カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
の
最
初
の
紹
介
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。

草
鹿
龍
之
介
三
海
軍
士
官
の
半
生
記
』
（
光
和
堂
、
新
訂
・
増
補
版
、
一
九
八
五
）
十
三
頁
。

岩
波
新
版
『
西
田
幾
多
郎
全
集
』
第
十
七
巻
に
よ
る
。

ユ
ン
ヶ
ル
の
夫
人
が
帰
国
し
た
の
は
子
供
を
ラ
イ
プ
ッ
ィ
ヒ
音
楽
院
に
留
学
さ
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
（
草
鹿

三
海
軍
士
官
の
半
生
記
』
十
三
頁
。
）

ハ
ヴ
ィ
ラ
ン
ト
（
三
ｍ
］
一
日
シ
巨
空
の
百
ｍ
ｇ
の
国
四
三
｝
口
＆
》
二
二
’
二
二
）
英
国
人
教
師
。
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
で

神
学
を
学
ん
だ
後
、
明
治
二
十
六
年
来
日
。
三
十
年
か
ら
一
一
一
十
七
年
ま
で
四
高
教
師
、
英
語
担
当
。
の
ち
、
東
京
の
諸
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〈
附
記
〉
エ
ミ
ー
ル
。
ユ
ン
ヶ
ル
及
び
草
鹿
丁
卯
次
郎
の
関
係
資
料
を
入
手
す
る
に
際
し
て
は
金
沢
大
学
資
料
の
田
嶋
万
希
子

氏
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。

共
に
現
在
再
度
公
園
に
あ
る
外
国
人
墓
地
に
す
べ
て
移
転
さ
れ
た
。
そ
の
際
の
墓
地
台
帳
に
も
エ
ミ
ー
ル
。
ユ
ン
ヶ
ル

の
名
は
な
い
の
で
、
彼
の
墓
は
埋
葬
後
か
な
り
早
い
時
期
（
昭
和
初
期
）
に
他
に
移
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

（
元
熊
本
大
学
）
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